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語
序
　
中
国
で
は
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
樹
立
後
、
同
年
制
定
の
臨
時
憲
法
た
る
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
を
経
て
、
一
九
五
四
年
九
月
、
最
初
の
正
式
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。
　
こ
の
憲
法
を
採
択
し
た
第
一
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
で
の
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
草
案
に
関
す
る
報
告
」
の
な
か
で
、
劉
少
奇
は
、「
憲
法
は
人
民
全
体
と
す
べ
て
の
国
家
機
関
が
必
ず
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
中
国
共
産
党
は
我
々
の
国
家
の
統
率
的
指
導
の
核
心
で
あ
る
」
が
、
こ
の
地
位
は
、「
党
員
に
対
し
て
、
国
家
生
活
で
い
か
な
る
特
殊
な
権
利
も
決
し
て
享
有
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
な
く
」、「
党
員
は
憲
法
お
よ
び
そ
の
他
の
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
で
必
ず
模
範
と
な
ら
な
け
れ
な
ら
な
い
」
と
特
に
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
も
述
べ
た
。「
憲
法
公
布
後
、
憲
法
が
規
定
す
る
い
か
な
る
条
文
も
自
然
に
実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
決
し
て
そ
う
で
な
い
。
憲
法
は
、
一
方
で
、
我
々
の
過
去
の
闘
争
を
総
括
し
て
い
る
が
、
他
方
で
、
我
々
の
当
面
の
闘
争
に
根
本
的
な
法
的
基
礎
を
与
え
て
い
る
。
憲
法
は
、
我
々
の
国
家
生
活
で
の
最
も
重
要
な
問
題
に
お
い
て
、
い
か
な
る
こ
と
が
合
法
で
あ
る
か
を
規
定
二
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
し
、
あ
る
い
は
、
必
ず
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
法
的
に
定
め
て
お
り
、
ま
た
、
い
か
な
る
こ
と
が
不
法
で
、
必
ず
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
規
定
し
て
い
る
。
憲
法
公
布
後
、
憲
法
の
規
定
に
違
反
す
る
現
象
は
決
し
て
自
然
に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
憲
法
は
、
我
々
が
こ
れ
ら
の
現
象
を
な
く
す
る
た
め
に
有
効
に
闘
争
で
き
る
有
力
な
武
器
を
我
々
に
与
え 
 
。
劉
少
奇
報
告
の
こ
の
部
分
は
、
憲
法
が
い
か
な
る
侵
犯
も
許
さ
な
い
国
家
の
根
本
法
で
あ
る
こ
と
、
共
産
党
お
よ
び
党
員
は
憲
法
遵
守
の
率
先
垂
範
た
る
べ
き
こ
と
、
憲
法
違
反
現
象
に
は
憲
法
を
武
器
に
闘
争
す
る
こ
と
を
、
要
す
る
に
「
憲
法
へ
の
意
志
」
＝
「
憲
政
主
義
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
劉
少
奇
が
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
は
決
し
て
自
然
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
憲
法
違
反
現
象
も
自
然
に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
憲
法
自
体
が
こ
の
こ
と
を
想
定
し
、
憲
法
違
反
現
象
と
闘
争
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
設
定
し
て
い
た
。
こ
の
憲
法
上
の
シ
ス
テ
ム
が
憲
法
保
障
の
制 
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、
全
人
代
と
も
略
称
す
る
）
の
職
権
と
し
て
「
憲
法
の
実
施
の
監
督
」（
第
二
七
条
三
号
）
を
、
全
人
代
常
務
委
員
会
の
職
権
と
し
て
「
法
律
の
解
釈
」（
第
三
一
条
三
号
）、「
憲
法
、
法
律
、
法
令
に
抵
触
す
る
国
務
院
の
決
議
と
命
令
の
取
消
」（
同
条
六
号
）、「
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
国
家
権
力
機
関
の
不
適
当
な
決
議
の
変
更
ま
た
は
取
消
」（
同
条
七
号
）
を
規
定
し
、
ま
た
、
裁
判
機
関
に
つ
い
て
も
、「
中
華
人
民
共
和
国
最
高
人
民
法
院
、
地
方
各
級
人
民
法
院
、
専
門
人
民
法
院
は
裁
判
権
を
行
使
す
る
」（
第
七
三
条
）、「
人
民
法
院
は
独
立
し
て
裁
判
を
行
い
、
法
律
に
の
み
服
従
す
る
」（
第
七
八
条
）
と
規
定
し
た
。
　
し
か
し
、
一
九
五
四
年
憲
法
下
に
お
い
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
、
全
人
代
常
務
委
員
会
、
人
民
法
院
が
憲
法
保
障
と
の
関
係
で
具
体
的
に
こ
れ
ら
の
職
権
を
行
使
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
行
使
し
な
か
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
五
七
年
の
い
わ
ゆ
る
「
反
右
派
闘
争
」
後
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
体
制
そ
の
も
の
が
崩
壊
の
道
筋
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。
崩
壊
化
は
、
憲
法
の
存
在
形
態
の
転
換
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
憲
法
は
、
政
治
を
規
制
し
方
向
づ
け
る
国
家
の
根
本
法
と
し
て
の
存
在
か
ら
政
治
に
奉
仕
す
る
存
在
へ
（
１
）
た
」 
（
２
）度
三
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
と
、
認
識
と
実
践
の
両
面
で
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
が
政
策
遂
行
の
障
害
で
あ
る
と
「
政
治
」
に
お
い
て
判
断
さ
れ
れ
ば
、
憲
法
の
「
解
釈
の
変
動
」「
無
視
」「
破
毀
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
、
こ
の
状
況
を
継
続
的
に
も
た
ら
す
要
因
（
党
指
導
の
絶
対
性
、
階
級
闘
争
の
必
須
性
、
大
衆
運
動
の
恒
常
性
）
が
体
制
内
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
は
「
有
名
無
実
」
化
す
る
こ
と
に
な
っ 
。
　
こ
の
状
況
は
、
一
九
七
五
年
憲
法
、
一
九
七
八
年
憲
法
の
下
で
継
続
し
た
。
中
国
の
国
家
体
制
上
か
ら
し
て
憲
法
保
障
の
中
核
を
担
う
は
ず
の
全
国
人
民
代
表
大
会
の
憲
法
監
督
権
に
つ
い
て
、
一
九
七
五
年
憲
法
は
一
九
五
四
年
憲
法
の
規
定
そ
の
も
の
を
取
り
消
し
、
逆
に
全
国
人
民
代
表
大
会
が
「
中
国
共
産
党
の
指
導
下
」
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
（
第
一
六
条
）。
い
わ
ゆ
る
｢プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
｣後
の
一
九
七
八
年
憲
法
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
の
規
定
を
復
活
さ
せ
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
職
権
と
し
て
「
憲
法
と
法
律
の
実
施
の
監
督
」
（
第
二
二
条
三
号
）、
全
人
代
常
務
委
員
会
の
職
権
と
し
て
「
憲
法
と
法
律
の
解
釈
」（
第
二
五
条
三
号
）
を
規
定
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
職
権
が
正
式
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
裁
判
権
に
つ
い
て
、
一
九
七
五
年
憲
法
（
第
二
五
条
）
と
一
九
七
八
年
憲
法
（
第
四
一
条
）
は
い
ず
れ
も
、「
最
高
人
民
法
院
、
地
方
各
級
の
人
民
法
院
お
よ
び
専
門
人
民
法
院
は
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
人
民
法
院
が
こ
れ
ら
の
規
定
を
憲
法
保
障
の
領
域
で
生
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
現
行
の
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
職
権
と
し
て
「
憲
法
の
実
施
の
監
督
」（
第
六
二
条
二
号
）、
全
人
代
常
務
委
員
会
の
職
権
と
し
て
「
憲
法
の
解
釈
、
憲
法
の
実
施
の
監
督
」（
第
六
七
条
一
号
）、「
法
律
の
解
釈
」（
同
条
四
号
）、「
国
務
院
が
制
定
し
た
行
政
法
規
、
決
定
、
命
令
の
う
ち
の
、
憲
法
、
法
律
に
抵
触
す
る
も
の
の
取
消
」（
同
条
七
号
）、「
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
国
家
権
力
機
関
が
制
定
し
た
地
方
的
法
規
、
決
議
の
う
ち
の
、
憲
法
、
法
律
、
行
政
法
規
に
抵
触
す
る
も
の
の
取
消
」（
同
条
八
号
）
と
規
定
し
、
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
人
民
法
院
は
国
家
の
裁
判
機
関
で
あ
る
」（
第
一
二
三
条
）、「
人
民
法
院
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
の
干
渉
を
受
け
な
い
」（
第
一
二
六
条
）
と
規
定
し
て
い 
。
こ
（
３
）た
（
４
）る
四
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
れ
ら
の
規
定
は
、
過
去
の
憲
法
下
と
異
な
っ
て
、
憲
法
保
障
と
の
関
係
で
全
く
無
意
味
な
も
の
で
は
な
い
。
現
行
憲
法
下
で
の
憲
法
保
障
の
構
築
の
議
論
は
近
年
、
か
な
り
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、
憲
法
保
障
の
制
度
の
運
用
面
で
も
微
温
的
に
し
て
も
、
一
定
の
進
展
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
憲
法
保
障
の
理
論
と
現
実
の
両
面
で
深
刻
な
隘
路
に
も
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ 
。
（
１
） 
中
央
政
法
幹
部
学
校
国
家
法
教
研
室
編
『
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
学
習
参
考
資
料
』
法
律
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
七
〇
～
七
一
頁
。
（
２
） 
中
国
で
の
「
憲
法
保
障
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
比
較
的
に
代
表
的
な
解
釈
は
、
憲
法
保
障
は
憲
法
の
権
威
を
維
持
し
憲
法
の
実
施
を
保
証
す
る
た
め
に
国
家
が
確
立
し
た
制
度
と
原
則
の
総
称
で
あ
る
と
す
る
（
楊
泉
明
『
憲
法
保
障
論
』
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
三
頁
、
王
広
輝
主
編
『
通
向
憲
政
之
路－
憲
法
監
督
的
理
論
和
実
践
研
究
』
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
頁
）。
別
の
有
力
説
は
、
憲
法
保
障
は
憲
法
の
実
施
を
保
証
す
る
た
め
に
採
ら
れ
る
各
種
の
措
置
と
制
度
を
指
し
、
そ
れ
に
は
、
専
門
の
憲
法
監
督
機
関
に
よ
る
憲
法
実
施
状
況
に
対
す
る
監
督
が
含
ま
れ
る
ほ
か
に
、
そ
の
他
の
国
家
機
関
、
政
党
、
社
会
団
体
、
大
衆
団
体
及
び
公
民
に
よ
る
憲
法
実
施
の
監
督
と
保
証
が
含
ま
れ
る
と
す
る
（
蔡
定
劍
『
国
家
監
督
制
度
』
中
国
法
制
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
一
四
～
一
一
五
頁
）。
他
に
も
い
く
つ
か
の
定
義
が
あ
る
が
（
こ
の
内
容
は
、
胡
錦
光
「
違
憲
審
査
與
相
関
概
念
弁
析
」『
法
学
雑
誌
』
二
〇
〇
六
年
四
期
、
二
〇
頁
以
下
参
照
）、
本
稿
は
憲
法
規
定
上
の
シ
ス
テ
ム
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
憲
法
保
障
の
意
義
を
限
定
的
か
つ
具
体
的
に
把
握
し
、
憲
法
保
障
を
、
憲
法
上
の
専
門
の
憲
法
監
督
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
国
家
機
関
に
よ
る
憲
法
実
施
の
監
督
と
保
証
を
意
味
す
る
と
す
る
。
（
３
） 
こ
の
憲
法
崩
壊
化
の
詳
細
は
、
土
屋
英
雄
編
著
『
中
国
の
人
権
と
法－
歴
史
、
現
在
そ
し
て
展
望－
』
明
石
書
店
、
一
九
九
八
年
、
一
一
五
頁
以
下
参
照
。
（
４
） 
こ
れ
ら
の
規
定
の
な
か
の
「
法
律
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
中
国
で
論
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
憲
法
上
の
「
法
律
」
の
概
念
の
意
義
を
整
理
し
た
最
近
の
有
用
な
研
究
と
し
て
、
韓
大
元
、
王
貴
松
「
中
国
憲
法
文
本
中
『
法
律
』
的
涵
義
」『
法
学
』
二
〇
〇
五
年
二
期
、
四
二
頁
以
下
。
な
お
、
本
稿
で
の
中
国
憲
法
の
邦
訳
は
、
土
屋
英
雄
『
現
代
中
国
の
憲
法
集
―
解
説
と
全
訳
、
関
係
法
令
一
覧
、
年
表
―
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
基
づ
く
。
（
５
） 
法
学
の
分
野
で
の
近
年
の
優
れ
た
研
究
書
の
一
つ
で
あ
る
張
晋
藩
『
中
国
憲
法
史
』（
吉
林
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、「
中
国
で
の
一
〇
〇
年
の
憲
政
の
歴
史
」
の
経
験
と
教
訓
の
内
容
の
一
つ
と
し
て
、「
憲
法
の
価
値
は
主
に
適
用
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
形
式
上
の
完
璧
さ
で
は
な
い
」
（
５
）る
五
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
（
三
六
九
頁
）
こ
と
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
の
憲
法
は
「
適
用
」
で
決
定
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。
同
時
に
、
同
書
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
社
会
主
義
憲
法
の
新
発
展
の
里
程
標
」
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
憲
法
も
、
適
用
に
お
い
て
い
ま
だ
重
大
か
つ
深
刻
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
な
お
、
憲
法
適
用
の
実
態
が
最
大
の
影
響
を
受
け
る
の
は
人
権
保
障
の
領
域
で
あ
る
が
、
中
国
の
人
権
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
土
屋
英
雄
「
中
国
の
人
権
論
の
原
理
と
矛
盾
的
展
開
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日－
一
五
日
合
併
号
、
二
〇
三
頁
以
下
参
照
。
第
一
章
　
憲
法
監
督
の
制
度
、
現
実
、
改
革
第
一
節
　
憲
法
監
督
の
概
念
　
憲
法
監
督
と
い
う
概
念
は
、
系
譜
的
に
は
主
に
社
会
主
義
の
国
家
類
型
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
き 
。
中
国
の
憲
法
学
界
で
は
、
憲
法
監
督
の
主
体
、
対
象
、
内
容
、
範
囲
、
目
的
、
手
段
等
の
面
で
理
解
の
分
岐
が
あ
り
、
憲
法
監
督
の
概
念
の
内
包
と
外
延
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
共
通
認
識
が
存
在
し
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る 
、
一
定
の
整
理
は
可
能
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
あ
る
論
は
、
憲
法
監
督
の
概
念
を
広
義
と
狭
義
に
分
け
、
広
義
の
憲
法
監
督
は
、
憲
法
関
係
の
活
動
に
対
し
て
全
面
的
監
督
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
監
督
の
主
体
か
ら
い
え
ば
、
憲
法
監
督
の
専
門
職
の
機
関
以
外
に
、
そ
の
他
の
国
家
機
関
、
政
党
、
人
民
団
体
、
大
衆
組
織
お
よ
び
公
民
を
含
み
、
憲
法
監
督
の
対
象
か
ら
い
え
ば
、
国
家
機
関
の
立
法
活
動
、
行
政
活
動
、
司
法
活
動
を
含
む
だ
け
で
な
く
、
公
民
個
人
の
活
動
お
よ
び
公
民
の
組
織
（
政
党
、
人
民
団
体
、
大
衆
組
織
等
）
の
活
動
を
も
含
む
と
し
、
狭
義
の
憲
法
監
督
は
、
一
般
に
憲
法
監
督
を
専
門
的
に
司
る
国
家
の
機
関
が
実
行
す
る
監
督
を
指
し
、
監
督
の
対
象
上
、
国
家
の
立
法
機
関
の
立
法
活
動
お
よ
び
行
政
機
関
の
行
政
活
動
に
対
し
て
実
施
す
る
監
督
に
重
き
を
置
く
と
す 
。
　
こ
の
広
義
、
狭
義
を
含
め
て
さ
ら
に
最
広
義
、
広
義
、
狭
義
、
最
狭
義
に
分
類
す
る
論
も
あ
る 
、
中
国
で
の
定
義
の
多
く
は
、
広
義
、
狭
義
の
い
ず
れ
か
の
範
疇
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き 
。
（
６
）た
（
７
）が
（
８
）る
（
９
）が
（
　
）
１０る
六
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
　
本
稿
は
、
憲
法
保
障
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
憲
法
上
で
規
定
さ
れ
て
い
る
憲
法
監
督
の
制
度
を
考
察
対
象
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
狭
義
説
の
範
疇
内
で
、
憲
法
監
督
を
憲
法
規
定
上
の
特
定
の
国
家
機
関
が
憲
法
の
実
施
を
保
障
す
る
た
め
に
、
国
家
機
関
の
活
動
（
主
に
立
法
活
動
）
の
合
憲
・
違
憲
を
審
査
し
、
違
憲
の
行
為
を
是
正
す
る
専
門
的
な
活
動
を
意
味
す
る
と
す 
。
（
６
） 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
胡
錦
光
・
前
掲
「
違
憲
審
査
與
相
関
概
念
弁
析
」
一
九
、
二
一
頁
参
照
。
（
７
） 
王
広
輝
主
編
・
前
掲
『
通
向
憲
政
之
路
』
五
頁
、
胡
肖
華
主
編
『
憲
法
学
』
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
五
頁
等
参
照
。
（
８
） 
陳
雲
生
『
憲
法
監
督
司
法
化
』
北
京
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
二
九
頁
、
同
『
民
主
憲
政
新
潮
―
憲
法
監
督
的
理
論
與
実
践
』
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
七
頁
。
陳
雲
生
自
身
は
広
義
説
に
立
脚
し
て
研
究
し
て
い
る
。
（
９
） 
胡
肖
華
主
編
・
前
掲
『
憲
法
学
』
三
三
四
頁
参
照
。
（
　
） 
鄭
晾
現
、
鄺
少
明
「
憲
法
監
督
制
度
研
究
述
評
」『
求
是
学
刊
』
二
〇
〇
五
年
一
期
、
八
八
頁
以
下
参
照
。
１０
（
　
） 
こ
の
定
義
は
、
蔡
定
劍
の
そ
れ
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
は
近
似
し
て
い
る
。
蔡
定
劍
・
前
掲
『
国
家
監
督
制
度
』
一
一
四
頁
、
同
『
憲
法
１１
精
解
』
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
八
〇
頁
参
照
。
　
　
　
憲
法
監
督
は
い
わ
ゆ
る
「
人
大
監
督
」（「
人
民
代
表
大
会
監
督
」）
と
も
異
な
る
。
蔡
定
劍
は
両
者
の
異
同
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
①
監
督
の
主
体
が
異
な
る
。
憲
法
監
督
は
一
般
に
統
一
的
で
、
高
度
の
権
威
を
有
す
る
機
構
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
機
構
は
、
人
民
代
表
大
会
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
外
部
に
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
監
督
は
絶
対
多
数
の
国
家
で
は
一
般
に
一
つ
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
人
大
監
督
は
、
人
民
代
表
大
会
の
性
質
と
職
権
に
基
づ
い
て
創
出
さ
れ
、
中
国
の
各
級
の
人
民
代
表
大
会
は
い
ず
れ
も
監
督
権
を
有
す
る
。
人
大
監
督
は
上
か
ら
下
ま
で
一
つ
の
系
統
を
も
つ
。
②
監
督
の
対
象
が
異
な
る
。
憲
法
監
督
と
人
大
監
督
の
対
象
は
い
ず
れ
も
、
国
家
機
関
お
よ
び
そ
の
勤
務
人
員
で
あ
る
が
、
人
大
監
督
は
主
に
そ
れ
が
生
み
出
し
た
国
家
機
関
お
よ
び
そ
の
勤
務
人
員
に
対
す
る
監
督
で
あ
り
、
憲
法
監
督
は
政
府
、
法
院
、
検
察
院
に
対
す
る
監
督
を
含
む
け
れ
ど
も
、
憲
法
監
督
の
主
旨
は
人
民
代
表
大
会
自
身
の
立
法
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
か
つ
、
憲
法
監
督
の
対
象
は
主
に
中
央
一
級
の
国
家
機
関
お
よ
び
そ
の
指
導
者
に
対
す
る
監
督
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
人
大
監
督
は
そ
れ
が
生
み
出
し
た
国
家
機
関
以
外
の
政
党
と
社
会
組
織
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
憲
法
監
督
は
政
党
と
社
会
組
織
の
違
憲
行
為
に
対
す
る
監
督
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
③
監
督
の
内
容
が
異
な
る
。
憲
法
監
督
は
主
に
代
表
機
関
の
立
法
が
合
憲
か
否
か
に
対
す
る
監
督
で
あ
る
。
人
大
監
督
は
主
に
（
　
）
１１る
七
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
政
府
の
法
規
、
規
章
、
行
政
措
置
、
命
令
等
が
人
民
代
表
大
会
の
法
律
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
、
地
方
政
府
の
規
章
が
地
方
性
法
規
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
、
法
院
と
検
察
院
の
活
動
と
重
大
事
項
に
対
し
て
行
う
監
督
で
あ
る
。
④
監
督
の
方
式
と
結
果
が
異
な
る
。
憲
法
監
督
は
違
憲
の
法
律
、
法
規
、
規
章
、
行
政
措
置
等
に
対
し
て
無
効
、
取
消
し
を
宣
布
す
る
方
式
を
採
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
制
定
・
発
布
機
関
に
期
限
を
切
っ
て
、
憲
法
と
一
致
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
る
方
式
等
を
と
っ
て
違
憲
問
題
を
解
決
す
る
。
人
大
監
督
は
主
に
活
動
報
告
の
聴
取
、
質
疑
・
質
問
、
特
定
調
査
の
組
織
等
の
方
式
を
通
し
て
、
人
民
代
表
大
会
が
生
み
出
し
た
国
家
機
関
お
よ
び
そ
の
構
成
人
員
に
対
し
て
批
判
、
建
議
、
意
見
を
提
示
し
て
圧
力
と
影
響
を
加
え
、
そ
れ
ら
に
人
民
代
表
大
会
が
代
表
す
る
と
こ
ろ
の
人
民
の
意
思
に
沿
っ
て
事
を
処
理
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
（
蔡
定
劍
「
我
国
憲
法
監
督
制
度
探
討
」『
法
学
研
究
』
一
九
八
九
年
三
期
、
三
〇
～
三
一
頁
）。
憲
法
監
督
と
人
大
監
督
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
劉
嗣
元
「
利
與
弊－
談
憲
法
監
督
與
人
大
監
督
的
分
離
」『
人
大
制
度
研
究
』
二
〇
〇
四
年
七
期
、
二
四
頁
以
下
も
参
照
。
　
　
　
他
方
、
憲
法
監
督
は
「
違
憲
審
査
」
と
も
一
定
の
差
異
が
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
（
李
春
暉
、
辛
智
俊
「
違
憲
與
違
憲
審
査
理
論
初
探
」『
内
蒙
古
師
範
大
学
学
報
〔
哲
学
社
会
科
学
版
〕』
二
〇
〇
四
年
六
期
、
七
六
頁
）。
も
っ
と
も
、
両
者
は
重
要
部
分
で
は
重
な
る
概
念
で
あ
り
、
中
国
で
も
、
違
憲
審
査
の
観
点
か
ら
憲
法
監
督
の
問
題
を
考
察
す
る
論
文
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
文
献
と
し
て
、
張
玉
春
「
対
我
国
違
憲
審
査
制
度
的
幾
点
思
考
」
『
理
論
探
索
』
二
〇
〇
四
年
五
期
、
鄭
天
鋒
「
完
善
我
国
違
憲
審
査
制
度
的
思
考
」『
人
大
研
究
』
二
〇
〇
四
年
五
期
、
洪
冬
英
「
違
憲
審
査
與
憲
政
」
『
法
学
論
壇
』
二
〇
〇
四
年
四
期
、
趙
晶
、
任
進
「
也
談
我
国
違
憲
審
査
制
度
的
模
式
選
澤
」『
国
家
行
政
学
院
学
報
』
二
〇
〇
三
年
五
期
、
何
紅
喬
「
浅
論
違
憲
審
査
制
度
」『
社
科
縦
横
』
二
〇
〇
四
年
四
期
、
張
暁
傑
「
建
立
我
国
違
憲
審
査
制
度
的
思
考
」『
学
術
交
流
』
二
〇
〇
四
年
七
期
、
肖
霊
「
論
公
民
啓
動
違
憲
審
査
程
序
」『
嘉
応
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
四
年
五
期
、
張
国
安
、
張
勇
「
違
憲
審
査
制
度
的
法
哲
学
思
考
」
『
平
頂
山
師
専
学
報
』
二
〇
〇
四
年
四
期
、
王
振
民
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」
高
鴻
鈞
等
著
『
法
治－
理
念
與
制
度
』
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
等
。
な
お
、
憲
法
監
督
制
度
と
違
憲
審
査
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
の
説
の
分
岐
に
つ
い
て
は
、
王
広
輝
主
編
・
前
掲
『
通
向
憲
政
之
路
』
一
三
頁
以
下
参
照
。
第
二
節
　
憲
法
監
督
の
制
度
と
現
実
　
現
行
憲
法
の
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
は
「
憲
法
の
実
施
の
監
督
」
の
権
限
を
、
全
人
代
常
務
委
員
会
は
「
憲
法
の
解
釈
、
憲
法
の
実
施
の
監
督
」
の
権
限
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い 
。
（
　
）
１２る
八
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
　
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
監
督
を
司
る
特
定
的
な
国
家
機
関
は
、
憲
法
上
は
、
全
人
代
と
そ
の
常
務
委
員
会
で
あ
る 
、
こ
の
憲
法
監
督
の
制
度
上
、
つ
と
に
次
の
よ
う
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
①
制
度
が
全
体
的
に
粗
略
で
あ
る
。
例
え
ば
、
憲
法
監
督
権
を
ど
の
よ
う
な
手
続
で
行
使
す
る
の
か
、
違
憲
事
件
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
、
違
憲
の
法
律
、
政
治
、
行
政
の
効
果
は
何
な
の
か
、
公
民
の
基
本
的
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
法
律
に
救
済
措
置
規
定
が
な
い
場
合
に
憲
法
的
救
済
を
ど
の
よ
う
に
与
え
る
の
か
等
が
不
明
で
あ
る
。
②
全
人
代
及
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
憲
法
監
督
の
特
定
機
関
で
は
あ
る
が
専
任
機
関
で
な
い
の
で
、
監
督
活
動
に
集
中
で
き
な
い
。
③
地
方
と
り
わ
け
省
級
の
人
民
代
表
大
会
の
憲
法
監
督
権
に
関
す
る
明
確
な
規
定
が
な 
。
現
在
も
こ
れ
ら
の
問
題
（
①
②
が
主
要
問
題
）
は
存
続
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
違
憲
行
為
の
多
く
が
放
置
さ
れ
て
お 
、
と
り
わ
け
地
方
で
は
そ
う
で
あ 
。
　
憲
法
監
督
に
関
係
す
る
活
動
が
何
も
行
わ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
全
人
代
の
会
議
へ
の
そ
の
常
務
委
員
会
の
活
動
報
告
か
ら
み
る
に
、
常
務
委
員
会
が
違
憲
行
為
を
是
正
す
る
通
常
の
措
置
な
い
し
方
法
は
、
注
意
喚
起
、
批
判
、
要
求
、
督
促
、
促
進
、
是
正
意
見
等
に
す
ぎ
な 
。
ま
た
、
違
憲
行
為
の
政
治
的
、
法
的
、
行
政
的
責
任
を
追
及
す
る
「
違
憲
行
為
制
裁
シ
ス
テ
ム
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
、
右
の
よ
う
な
措
置
・
方
法
も
無
視
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け
問
題
な
の
は
、
憲
法
監
督
制
度
の
中
核
た
る
、
厳
格
な
意
義
上
の
監
督
の
た
め
の
憲
法
解
釈
（「
監
督
解
釈
」）
な
い
し
違
憲
審
査
解
釈
の
権
限
が
正
式
に
は
発
動
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
 
。
中
国
で
の
憲
法
解
釈
学
は
時
を
追
う
ご
と
に
精
緻
化
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
し
か
し
解
釈
学
が
実
効
的
な
違
憲
審
査
制
度
と
結
合
し
な
い
か
ぎ
り
、
解
釈
学
が
「
空
理
空
論
」
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な 
。
（
　
） 
こ
の
規
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
全
人
代
が
「
憲
法
解
釈
権
」
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
き
説
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
全
人
代
制
度
の
本
質
か
ら
し
１２
て
、
否
定
す
る
理
由
は
薄
弱
で
あ
る
。
立
法
法
第
八
八
条
に
お
け
る
、
全
人
代
は
全
人
代
常
務
委
員
会
制
定
の
不
適
当
な
法
律
と
決
定
を
改
変
し
又
は
取
消
す
権
限
を
有
し
、
全
人
代
常
務
委
員
会
が
承
認
し
た
憲
法
、
法
律
に
違
背
す
る
自
治
条
例
と
単
行
条
例
を
取
消
す
権
限
を
有
す
る
と
い
う
規
定
は
、
肯
定
説
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
　
）
１３が
（
　
）
１４い
（
　
）
１５り
（
　
）
１６る
（
　
）
１７い
（
　
）
１８る
（
　
）
１９い
九
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
　
　
　
な
お
、
立
法
法
上
の
法
令
審
査
体
系
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
第
八
八
条
）。
①
全
人
代
は
、
そ
の
常
務
委
員
会
が
制
定
し
た
不
適
当
な
法
律
を
改
変
ま
た
は
取
消
す
権
限
、
全
人
代
常
務
委
員
会
が
承
認
し
た
憲
法
に
違
背
す
る
自
治
条
例
、
単
行
条
例
お
よ
び
本
法
第
六
六
条
二
項
に
規
定
さ
れ
た
自
治
条
例
、
単
行
条
例
を
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
②
全
人
代
常
務
委
員
会
は
、
憲
法
、
法
律
に
抵
触
す
る
行
政
法
規
を
取
消
す
権
限
、
憲
法
、
法
律
、
行
政
法
規
に
抵
触
す
る
地
方
性
法
規
を
取
消
す
権
限
、
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
が
承
認
し
た
憲
法
に
違
背
す
る
自
治
条
例
、
単
行
条
例
お
よ
び
本
法
第
六
六
条
二
項
に
規
定
さ
れ
た
自
治
条
例
、
単
行
条
例
を
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
③
国
務
院
は
不
適
当
な
部
門
規
章
、
地
方
政
府
規
章
を
改
変
ま
た
は
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
④
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
民
代
表
大
会
は
、
そ
の
常
務
委
員
会
が
制
定
し
承
認
し
た
不
適
当
な
地
方
性
法
規
を
改
変
ま
た
は
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
⑤
地
方
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
、
そ
の
級
の
人
民
政
府
が
制
定
し
た
不
適
当
な
規
章
を
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
⑥
省
、
自
治
区
の
人
民
政
府
は
、
一
級
下
の
人
民
政
府
が
制
定
し
た
不
適
当
な
規
章
を
改
変
ま
た
は
取
消
す
権
限
を
有
す
る
。
⑦
授
権
機
関
は
、
被
授
権
機
関
が
制
定
し
た
授
権
範
囲
を
超
え
る
ま
た
は
授
権
目
的
に
違
背
す
る
法
規
を
取
消
す
権
限
を
有
し
、
必
要
な
と
き
授
権
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
人
代
そ
の
も
の
が
制
定
し
た
法
律
の
審
査
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
他
の
法
規
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
全
人
代
が
制
定
し
た
法
律
の
審
査
は
全
人
代
自
身
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
中
国
で
は
「
憲
法
慣
例
」
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
胡
建
森
、
高
春
燕
「
法
規
的
合
憲
性
審
査
在
中
国
」『
法
治
論
叢
』
二
〇
〇
五
年
六
期
、
六
六
頁
参
照
）。
し
か
し
、
こ
の
憲
法
慣
例
に
対
し
て
は
、「
自
己
監
督
は
監
督
が
な
い
に
等
し
い
」（
呉
家
麟
『
呉
家
麟
自
選
集
』
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
四
三
五
頁
）
と
い
う
批
判
も
あ
る
（
　
） 
こ
の
点
、
王
振
民
は
、
厳
格
に
は
全
人
代
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
み
が
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
が
、
し
か
し
、
憲
法
と
法
律
の
規
定
に
基
づ
け
１３
ば
、
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
と
そ
の
常
務
委
員
会
も
一
定
の
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
憲
法
第
九
九
条
、
一
〇
四
条
、
立
法
法
第
八
八
条
四
項
、
五
項
を
あ
げ
て
い
る
（
王
振
民
・
前
掲
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」
五
五
二
頁
）。
他
方
、
肖
蔚
雲
は
、
憲
法
と
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
政
府
組
織
法
に
基
づ
け
ば
、
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
と
そ
の
常
務
委
員
会
が
そ
の
行
政
区
域
内
で
憲
法
の
遵
守
と
執
行
を
保
証
す
る
の
は
そ
れ
ら
の
基
本
的
職
責
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
職
責
は
違
憲
審
査
権
と
は
異
な
り
、
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
と
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
違
憲
問
題
を
全
人
代
常
務
委
員
会
に
報
告
し
た
り
、
そ
の
行
政
区
域
内
の
組
織
な
い
し
公
民
の
違
憲
事
項
の
申
立
、
意
見
を
受
理
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
り
、
正
式
に
違
憲
審
査
権
を
享
有
す
る
の
は
全
人
代
と
そ
の
常
務
委
員
会
だ
け
で
あ
る
と
す
る
（
肖
蔚
雲
『
論
憲
法
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
七
八
二
頁
以
下
）。
（
　
） 
陳
雲
生
・
前
掲
『
民
主
憲
政
新
潮
』
二
二
一
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
陳
雲
生
は
、
そ
の
後
の
著
書
の
な
か
で
、
以
上
の
三
点
に
加
え
て
、「
自
己
が
１４
一
〇
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
自
己
を
監
督
す
る
」
と
い
う
現
行
の
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
は
一
般
的
監
督
ル－
ル
に
反
し
て
い
る
こ
と
、
憲
法
学
界
の
主
流
は
現
行
の
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
の
「
改
善
」
に
関
心
を
向
け
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
改
革
の
必
要
性
と
可
能
性
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
前
掲
『
憲
法
監
督
司
法
化
』
四
五
七
頁
以
下
）。
現
行
の
憲
法
監
督
制
度
の
欠
陥
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
他
に
、
王
広
輝
・
前
掲
『
通
向
憲
政
之
路
』
三
八
五
頁
以
下
、
李
忠
『
憲
法
監
督
論
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
四
五
頁
以
下
参
照
。 
（
　
） 
蔡
月
萍
「
建
立
憲
法
保
障
機
制
的
若
干
問
題
」『
法
学
』
一
九
九
五
年
一
二
期
一
八
頁
参
照
。
ま
た
、
陳
雲
生
は
、
こ
の
放
置
の
理
由
に
つ
い
て
、
１５
次
の
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
『
憲
法
監
督
司
法
化
』
五
〇
九
頁
）。
①
全
国
人
民
代
表
大
会
は
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
る
だ
け
で
、
会
期
も
短
く
、
憲
法
監
督
に
十
分
な
時
間
と
精
力
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
一
般
に
二
ヶ
月
に
一
回
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
職
権
は
広
範
で
、
仕
事
は
忙
し
す
ぎ
て
、
違
憲
審
査
に
精
力
を
集
中
し
て
行
う
の
に
影
響
し
て
い
る
。
③
各
専
門
委
員
会
は
一
つ
の
工
作
機
構
に
す
ぎ
ず
、
自
身
の
名
義
で
単
独
で
決
定
を
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
自
己
の
意
見
な
い
し
建
議
を
報
告
の
形
式
で
も
っ
て
全
国
人
民
代
表
大
会
ま
た
は
そ
の
常
務
委
員
会
に
提
示
し
、
そ
れ
ら
に
決
定
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
④
市
場
経
済
の
条
件
下
で
、
職
権
立
法
、
授
権
立
法
、
部
門
立
法
、
地
方
立
法
が
尽
き
る
こ
と
の
な
く
、
立
法
主
体
、
立
法
形
式
の
多
元
化
は
す
で
に
不
可
避
的
な
発
展
趨
勢
と
な
っ
て
い
る
。
部
門
の
利
益
、
地
方
の
利
益
、
立
法
技
術
等
の
方
面
の
要
素
の
制
約
と
作
用
に
よ
り
、
こ
の
多
層
の
立
法
体
制
が
規
範
的
文
書
の
違
法
・
違
憲
の
可
能
性
を
大
々
的
に
増
加
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
立
法
に
対
す
る
審
査
監
督
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑤
現
行
の
憲
法
は
改
革
・
開
放
の
初
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
回
改
正
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
顕
著
な
計
画
経
済
の
痕
跡
が
あ
り
、
市
場
経
済
の
発
展
の
必
要
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
改
革
・
開
放
の
深
化
と
と
も
に
、
市
場
経
済
の
要
求
に
合
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
憲
法
規
範
に
違
反
し
て
い
る
大
量
の
行
為
が
良
性
違
憲
の
形
式
で
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
経
済
発
展
を
促
進
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
憲
法
の
権
威
を
厳
し
く
損
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
に
、『
憲
法
は
あ
っ
て
も
、
な
く
て
も
い
い
』
と
い
う
思
想
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
代
法
治
の
精
神
と
相
容
れ
ず
、
必
ず
憲
法
監
督
制
度
を
用
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
の
合
憲
性
に
対
し
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
　
） 
地
方
で
の
法
令
違
憲
現
象
は
、「
改
革
・
開
放
」
政
策
へ
の
転
換
後
の
地
方
立
法
の
数
量
の
膨
大
化
と
と
も
に
制
御
不
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
１６
い
わ
ゆ
る
「
汎
立
法
主
義
」
的
現
象
に
よ
っ
て
、「
立
法
の
質
と
法
律
の
権
威
性
の
下
降
」
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
崔
卓
蘭
、
孫
波
、
駱
孟
炎
「
地
方
立
法
膨
張
趨
向
的
実
証
分
析
」『
吉
林
大
学
社
会
科
学
学
報
』
二
〇
〇
五
年
五
期
、
一
〇
六
頁
参
照
）。
ち
な
み
に
、
一
九
七
九
年
～
一
九
九
八
年
末
の
期
間
、
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
制
定
し
た
法
律
は
三
五
一
件
で
あ
る
が
、
地
方
立
法
機
関
が
制
定
し
た
地
方
性
法
規
は
六
三
一
一
件
で
あ
る
。
地
方
性
法
規
の
制
定
は
、
一
九
七
九
年
～
一
九
九
四
年
の
期
間
は
年
平
均
二
〇
九
件
、
一
九
九
五
年
～
一
九
九
七
年
六
一
一
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
月
の
期
間
は
年
平
均
六
六
二
件
、
一
九
九
七
年
七
月
～
一
九
九
八
年
末
の
期
間
は
年
平
均
八
七
七
件
で
あ
り
、
近
年
、
地
方
立
法
が
急
激
に
増
え
て
き
て
い
る
（
同
右
・
一
〇
七
頁
参
照
）。
地
方
立
法
機
関
で
な
い
地
方
行
政
機
関
が
制
定
し
た
規
範
性
の
あ
る
法
文
書
に
至
っ
て
は
、
約
二
〇
〇
余
万
件
あ
る
と
さ
れ
る
（
胡
建
森
、
高
春
燕
・
前
掲
「
法
規
的
合
憲
性
審
査
在
中
国
」
六
七
頁
参
照
）。
た
だ
し
、
地
方
で
の
法
令
違
憲
現
象
に
つ
い
て
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
と
異
な
っ
て
、
近
年
、
違
憲
審
査
権
の
行
使
を
通
し
て
の
地
方
政
府
に
対
す
る
地
方
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
監
督
が
漸
次
に
制
度
化
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
王
振
民
・
前
掲
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」
五
五
二
頁
）。
（
　
） 
法
律
上
で
は
、
全
人
代
の
下
の
各
専
門
委
員
会
は
、
全
人
代
常
務
委
員
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
、
憲
法
、
法
律
と
抵
触
す
る
と
み
ら
れ
る
国
務
院
の
１７
行
政
法
規
、
地
方
性
の
法
規
等
を
審
議
し
て
報
告
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
全
国
人
民
代
表
大
会
組
織
法
第
三
七
条
三
号
）。
こ
の
規
定
の
運
用
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
内
務
司
法
委
員
会
は
「
是
正
意
見
」「
審
査
意
見
」「
修
正
意
見
」
等
を
提
出
し
て
い
る
（『
中
国
法
律
年
鑑
』
一
九
九
八
年
版
～
二
〇
〇
一
年
版
参
照
）。
そ
の
他
、
全
人
代
常
務
委
員
会
弁
公
庁
、
全
人
代
常
務
委
員
会
法
制
工
作
委
員
会
に
よ
る
特
定
の
憲
法
規
定
に
つ
い
て
の
説
明
的
回
答
（「
答
復
」）
も
存
在
し
、
こ
れ
を
「
憲
法
解
釈
慣
例
」
と
称
し
て
い
る
論
も
あ
る
（
周
偉
「
憲
法
解
釈
慣
例
研
究
」『
社
会
科
学
研
究
』
二
〇
〇
二
年
三
期
、
八
〇
頁
以
下
）。
（
　
） 
全
人
代
常
務
委
員
会
に
よ
っ
て
現
に
行
わ
れ
て
い
る
憲
法
解
釈
の
方
式
と
し
て
「
立
法
」「
決
議
」「
決
定
」
等
を
あ
げ
て
い
る
書
が
あ
る
が
（
朱
福
恵
１８
主
編
『
憲
法
学
新
編
』
法
律
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
三
二
頁
以
下
）、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
立
法
活
動
の
際
の
憲
法
解
釈
で
あ
り
、
こ
れ
は
憲
法
監
督
の
一
環
と
し
て
の
専
門
的
な
監
督
解
釈
な
い
し
違
憲
審
査
解
釈
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
ま
た
、「
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
は
『
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
』
に
基
づ
い
て
、
香
港
の
具
体
的
状
況
に
照
ら
し
て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
に
符
合
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
全
国
人
民
代
表
大
会
「『
中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
』
に
関
す
る
決
定
」（
一
九
九
〇
年
四
月
四
日
採
択
）
を
全
人
代
に
よ
る
憲
法
解
釈
の
例
と
す
る
書
も
あ
る
が
（
莫
紀
宏
『
憲
政
新
論
』
中
国
方
正
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
五
三
頁
）、「
決
定
」
は
「
基
本
法
」
と
同
じ
日
に
両
者
一
体
的
に
全
人
代
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
「
基
本
法
」
そ
の
も
の
に
定
め
の
な
い
当
該
法
の
実
施
年
月
日
（
一
九
九
七
年
七
月
一
日
）
を
特
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、「
決
定
」
は
監
督
解
釈
で
な
く
、
立
法
活
動
上
の
憲
法
解
釈
の
範
疇
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
に
類
似
す
る
論
と
し
て
胡
錦
光
の
そ
れ
が
あ
る
。
彼
は
、「
違
憲
審
査
」
と
「
合
憲
審
査
」
に
区
分
し
た
う
え
で
、
違
憲
審
査
に
つ
い
て
は
全
人
代
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
一
度
も
行
っ
て
い
な
い
が
、
合
憲
審
査
に
つ
い
て
は
「『
中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
』
に
関
す
る
決
定
」
と
「『
中
華
人
民
共
和
国
マ
カ
オ
基
本
法
』
に
関
す
る
決
定
」（
一
九
九
三
年
三
月
三
一
日
、
全
人
代
採
択
）
で
行
っ
た
と
す
る
（
胡
錦
光
・
前
掲
「
違
憲
審
査
與
相
関
概
念
弁
析
」
二
七
頁
）。
　
　
　
な
お
、「
法
律
」
解
釈
権
は
正
式
に
行
使
さ
れ
て
い
る
（
解
釈
手
続
は
立
法
法
第
四
二
条
～
四
七
条
に
規
定
）。
た
と
え
ば
、
第
九
期
全
人
代
（
一
一
二
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
九
九
八
年
～
二
〇
〇
三
年
）
の
下
で
は
、
八
件
の
法
律
解
釈
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
香
港
居
留
権
問
題
等
と
の
関
連
で
の
一
九
九
九
年
六
月
二
六
日
採
択
の
全
人
代
常
務
委
員
会
「
香
港
基
本
法
第
二
二
条
第
四
款
及
び
第
二
四
条
第
二
款
第
三
項
に
関
す
る
解
釈
」、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
八
日
採
択
の
全
人
代
常
務
委
員
会
「
刑
法
第
二
九
四
条
第
一
款
、
第
三
八
四
条
第
一
款
に
関
す
る
解
釈
」
等
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
に
二
件
、
二
〇
〇
五
年
に
三
件
の
法
律
解
釈
が
採
択
さ
れ
た
。
（
　
） 
夏
澤
祥
、
施
嵩
「
何
謂
憲
法
解
釈
」『
山
東
社
会
科
学
』
二
〇
〇
五
年
六
期
、
一
七
頁
参
照
。
ま
た
、「
立
法
法
」（
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
全
人
代
会
１９
議
採
択
）
の
第
九
一
条
二
項
は
、
中
国
の
公
民
は
、
行
政
法
規
、
地
方
性
法
規
、
自
治
条
例
、
単
行
条
例
が
憲
法
ま
た
は
法
律
と
抵
触
す
る
と
考
え
る
場
合
に
、
全
人
代
常
務
委
員
会
に
対
し
て
書
面
で
審
査
の
建
議
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
て
、
実
際
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
違
憲
審
査
の
建
議
が
何
回
か
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
全
人
代
常
務
委
員
会
は
一
度
も
審
査
結
論
を
出
し
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
立
法
法
に
対
し
て
は
、
違
憲
審
査
手
続
き
の
規
定
が
「
粗
略
」
で
実
行
可
能
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
強
い
（
胡
錦
光
「
論
公
民
啓
動
違
憲
審
査
程
序
的
原
則
」
法
苑
精
萃
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
憲
法
学
精
萃
（
二
〇
〇
四
年
巻
）』
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
七
四
頁
参
照
）。
な
お
、
立
法
法
の
当
該
条
項
は
、「
法
律
」
を
公
民
が
建
議
で
き
る
違
憲
審
査
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
節
　
憲
法
監
督
を
め
ぐ
る
新
し
い
動
き
　
憲
法
監
督
制
度
に
関
す
る
議
論
は
、
最
近
相
当
に
煮
つ
ま
っ
て
き
て
い
る 
、
こ
う
し
た
議
論
と
は
別
に
、
憲
法
監
督
の
問
題
が
中
国
で
改
め
て
耳
目
を
集
め
る
契
機
と
な
っ
た
事
件
と
し
て
、
斉
玉
苓
事
件
と
孫
志
剛
事
件
が
あ
る
。
斉
玉
苓
事
件
と
の
関
係
で
は
、
重
要
な
の
は
事
件
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
そ
の
事
件
（
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
事
件
）
の
裁
判
と
の
関
係
で
、
二
〇
〇
一
年
に
出
さ
れ
た
最
高
人
民
法
院
の
司
法
解
釈
（
法
釈
〔
二
〇
〇
一
〕
二
五
号
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
高
人
民
法
院
は
、
憲
法
規
定
を
具
体
的
事
件
に
お
い
て
援
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
　
他
方
、
孫
志
剛
事
件
は
、
事
件
そ
の
も
の
が
中
国
社
会
の
強
い
関
心
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
広
州
で
、「
都
市
の
乞
食
、
浮
浪
者
送
還
弁
法
」（
一
九
八
二
年
五
月
、
国
務
院
発
布
）
に
も
と
づ
き
、「
三
無
」（
合
法
の
証
明
書
、
正
常
な
居
所
、
正
当
な
生
活
費
出
所
が
無
い
）
（
　
）
２０が
一
三
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
を
理
由
と
し
て
収
容
さ
れ
た
孫
志
剛
（
武
漢
出
身
で
二
七
歳
の
大
卒
者
）
が
収
容
所
の
な
か
で
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
撲
殺
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
五
月
一
四
日
、『
北
京
青
年
報
』
は
こ
の
事
件
で
一
三
名
の
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
た
（
最
終
的
に
は
一
七
名
が
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
で
死
刑
を
含
む
厳
罰
の
判
決
が
出
さ
れ
た
）。
五
月
一
六
日
、
三
名
の
青
年
法
学
博
士
が
、
全
人
代
常
務
委
員
会
法
制
工
作
委
員
会
に
対
し
て
、「『
都
市
の
乞
食
、
浮
浪
者
送
還
弁
法
』
を
審
査
す
る
こ
と
に
関
す
る
建
議
書
」
を
提
出
し
、
一
週
間
後
、
北
京
大
学
教
授
の
賀
衛
方
等
の
五
名
の
学
者
も
、
全
人
代
常
務
委
員
会
に
対
し
て
、
孫
志
剛
事
件
と
の
関
係
で
「
特
定
問
題
調
査
委
員
会
」
を
設
置
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
　
憲
法
第
三
七
条
は
公
民
の
人
身
の
自
由
を
保
障
し
、
立
法
法
は
、
法
律
制
定
事
項
の
一
部
の
制
定
を
全
人
代
お
よ
び
全
人
代
常
務
委
員
会
は
国
務
院
に
授
権
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
同
時
に
、「
人
身
の
自
由
を
制
限
す
る
強
制
的
措
置
と
処
罰
」
に
関
す
る
事
項
等
は
授
権
で
き
な
い
と
規
定
し
（
第
九
条
）、「
行
政
処
罰
法
」（
一
九
九
六
年
三
月
、
全
人
代
会
議
採
択
）
は
、「
人
身
の
自
由
を
制
限
す
る
行
政
処
罰
は
、
法
律
に
よ
っ
て
の
み
設
定
で
き
る
」（
第
九
条
）
と
規
定
し
て
い
る
。
右
の
学
者
の
建
議
書
等
は
、「
都
市
の
乞
食
、
浮
浪
者
送
還
弁
法
」
は
こ
れ
ら
に
抵
触
す
る
違
憲
、
違
法
の
行
政
法
規
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
憲
法
は
、
全
人
代
常
務
委
員
会
の
職
権
と
し
て
、「
国
務
院
が
制
定
し
た
行
政
法
規
、
決
定
、
命
令
の
う
ち
の
、
憲
法
、
法
律
に
抵
触
す
る
も
の
の
取
消
」（
第
六
七
条
七
号
）
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
職
権
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
正
式
に
行
使
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
今
回
も
、
表
面
上
は
、
国
務
院
が
自
ら
「
都
市
の
乞
食
、
浮
浪
者
送
還
弁
法
」
の
規
定
の
問
題
を
見
出
し
た
か
の
よ
う
に
、
六
月
一
八
日
、
国
務
院
常
務
会
議
は
、
中
国
の
経
済
社
会
の
発
展
と
人
口
の
流
動
状
況
の
大
き
な
変
化
に
と
も
な
う
新
し
い
情
勢
に
適
応
し
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
こ
の
弁
法
を
廃
棄
し
、
六
月
二
〇
日
、
新
た
に
「
生
活
が
定
ま
ら
な
い
都
市
の
乞
食
、
浮
浪
者
救
助
管
理
弁
法
」
を
発
布
し
た
（
八
月
一
日
施
行
）。
こ
れ
は
、
全
人
代
常
務
委
員
会
と
国
務
院
が
水
面
下
で
協
議
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
い
わ
ば
「
隠
性
」
の
解
決
方
法
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
。
ま
た
、
確
か
に
新
し
い
弁
法
は
旧
弁
法
と
比
べ
て
相
当
に
改
善
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
新
弁
法
（
お
よ
び
「
生
活
が
定
ま
ら
な
い
都
市
の
乞
食
、
一
四
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
浮
浪
者
救
助
管
理
弁
法
実
施
細
則
」
民
政
部
、
二
〇
〇
三
年
七
月
二
一
日
発
布
、
八
月
一
日
施
行
）
も
、
運
用
上
、「
救
助
」
の
名
目
で
実
質
的
に
「
収
容
」「
送
還
」
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
も
あ
り
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
斉
玉
苓
事
件
と
孫
志
剛
事
件
が
中
国
で
の
違
憲
審
査
制
度
の
問
題
を
急
浮
上
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
 
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
違
憲
審
査
制
度
と
の
関
係
で
、
近
年
、
新
し
い
動
き
が
出
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
五
月
、
全
人
代
常
務
委
員
会
が
、
法
制
工
作
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
下
位
法
と
上
位
法
（
特
に
憲
法
）
の
間
の
衝
突
・
抵
触
の
問
題
を
専
門
的
に
審
査
す
る
任
務
を
負
う
「
法
規
審
査
記
録
室
」
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
機
関
は
、
独
立
性
と
権
威
性
が
弱
く
、
違
憲
の
法
律
・
法
規
を
取
消
す
権
限
も
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
将
来
的
に
違
憲
審
査
制
度
の
一
種
へ
発
展
す
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
試
行
的
組
織
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ 
。
（
　
） 
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
以
後
か
ら
二
〇
年
余
の
間
で
、
憲
法
監
督
に
関
す
る
著
書
は
一
〇
冊
に
近
く
、
論
文
は
三
二
〇
篇
余
の
論
文
が
発
表
さ
れ
２０
て
き
て
い
る
と
さ
れ
る
（
鄭
晾
現
、
鄺
少
明
・
前
掲
「
憲
法
監
督
制
度
研
究
述
評
」
八
八
頁
参
照
）。
（
　
） 
二
〇
〇
三
年
六
月
三
〇
日
、
上
海
に
お
い
て
、「『
孫
志
剛
事
件
と
違
憲
審
査
』
学
術
研
究
・
討
論
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
２１
は
、『
中
国
法
学
』
二
〇
〇
三
年
四
期
、
一
八
九
頁
以
下
、『
法
学
』
二
〇
〇
三
年
七
期
、
三
頁
以
下
。
ま
た
、
孫
志
剛
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
警
察
権
力
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
論
文
と
し
て
、
斉
小
力
「
憲
政
視
野
下
的
警
察
執
法
」『
法
学
』
二
〇
〇
六
年
三
期
、
一
三
七
頁
以
下
。
な
お
、
陳
雲
生
は
、「
憲
法
監
督
司
法
化
の
き
ざ
し
」
の
事
件
例
と
し
て
、
斉
玉
苓
事
件
の
ほ
か
に
、「
徐
高
民
族
差
別
」
事
件
、「
蒋
韜
身
長
差
別
」
事
件
を
あ
げ
て
分
析
し
て
い
る
（
前
掲
『
憲
法
監
督
司
法
化
』
四
六
一
頁
以
下
）。
（
　
） 
二
〇
〇
五
年
三
月
九
日
、
呉
邦
国
は
、
第
一
〇
期
全
人
代
第
三
回
会
議
に
お
け
る
「
全
人
代
常
務
委
員
会
活
動
報
告
」 
の
な
か
で
、
こ
の
新
し
い
２２
組
織
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。「
法
規
の
記
録
・
審
査
を
重
視
し
、
法
制
工
作
委
員
会
に
専
門
機
構
を
増
設
し
、
力
量
を
充
実
さ
せ
、
行
政
法
規
・
地
方
性
法
規
・
自
治
条
例
・
単
行
条
例
の
記
録
・
審
査
の
活
動
を
強
化
し
た
。
法
規
の
記
録
・
審
査
の
制
度
の
絶
え
ざ
る
改
善
は
、
憲
法
と
法
律
の
権
威
を
維
持
し
、
国
家
の
法
制
の
統
一
を
保
証
す
る
の
に
有
利
で
あ
る
」（『
中
華
人
民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
公
報
』
二
〇
〇
五
年
三
号
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
組
織
の
制
度
上
の
欠
陥
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
、
改
革
案
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
王
鍇
「
我
国
備
案
審
査
制
度
（
　
）
２１る
（
　
）
２２る
一
五
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
的
若
干
缺
陥
及
其
完
善
」『
政
法
論
叢
』
二
〇
〇
六
年
二
期
、
三
九
頁
以
下
参
照
）。
第
四
節
　
憲
法
監
督
の
改
革
構
想
　
憲
法
監
督
制
度
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
憲
法
的
権
利
の
保
障
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
欠
陥
の
一
つ
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
も
こ
の
こ
と
の
重
大
性
は
認
識
さ
れ
て
お 
、
こ
れ
ま
で
、
少
な
か
ら
ず
の
改
革
構
想
が
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
構
想
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ 
。
　
①
全
国
人
民
代
表
大
会
の
下
に
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
と
並
行
に
憲
法
委
員
会
を
設
立
す 
。
こ
の
構
想
は
憲
法
改
正
を
前
提
と
す
る
。
　
②
全
国
人
民
代
表
大
会
の
下
に
、
専
門
委
員
会
の
性
質
の
憲
法
委
員
会
を
設
立
す
る
（
中
国
の
憲
法
学
界
の
多
数 
。
こ
の
構
想
は
、
全
人
代
は
「
必
要
な
専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
」（
憲
法
第
七
〇
条
）
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
憲
法
改
正
を
経
る
こ
と
な
く
、
法
律
改
正
で
実
現
可
能
で
あ 
。
　
③
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
下
に
、
工
作
委
員
会
の
憲
法
監
督
委
員
会
を
設
立
す 
。
こ
の
構
想
は
憲
法
改
正
を
必
要
と
し
な
い
。
　
④
専
門
の
憲
法
法
院
（
憲
法
裁
判
所
）
を
設
立
す 
。
こ
の
構
想
は
憲
法
改
正
を
前
提
と
す
る
。
　
⑤
最
高
人
民
法
院
に
違
憲
審
査
権
を
行
使
さ
せ 
。
こ
の
構
想
は
憲
法
改
正
を
必
要
と
し
な
い
。
　
⑥
最
高
権
力
機
関
（
全
国
人
民
代
表
大
会
と
そ
の
常
務
委
員
会
）
と
最
高
人
民
法
院
違
憲
審
査
廷
の
並
行
（
双
軌
制
）
の
違
憲
審
査
制
を
設
立
す 
。
こ
の
構
想
は
憲
法
改
正
を
必
要
と
し
な
い
。
　
⑦
現
行
の
憲
法
監
督
制
度
の
優
越
性
を
集
約
し
た
複
合
的
憲
法
監
督
制
度
（
段
階
的
発
展
の
憲
法
監
督
制
度
）
を
確
立
す 
。
こ
の
構
想
（
　
）
２３り
（
　
）
２４る
（
　
）
２５る
（
　
）
２６説
）
（
　
）
２７る
（
　
）
２８る
（
　
）
２９る
（
　
）
３０る
（
　
）
３１る
　（３２）る
一
六
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
は
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
憲
法
改
正
を
必
要
と
す
る
。
　
そ
の
他
、
全
人
代
の
な
か
の
既
存
の
専
門
委
員
会
た
る
「
法
律
委
員
会
」
に
違
憲
審
査
権
を
付
与
す
る
論
、
全
国
レ
ベ
ル
と
省
レ
ベ
ル
の
人
民
代
表
大
会
の
下
に
憲
法
委
員
会
を
設
置
す
る
論
、
中
級
以
上
の
人
民
法
院
に
憲
法
訴
訟
管
轄
権
を
付
与
す
る
論
等
が
あ
る
。
　　
こ
う
し
た
議
論
状
況
の
中
で
、
党
総
書
記
の
胡
錦
涛
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
の
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
公
布
・
施
行
二
〇
周
年
記
念
講
演
」
に
お
い
て
、
中
国
の
憲
法
保
障
制
度
と
の
関
連
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
憲
法
を
全
面
的
に
貫
徹
・
執
行
す
る
た
め
に
は
必
ず
憲
法
保
障
制
度
を
健
全
に
し
、
憲
法
の
実
施
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
年
来
、
わ
が
国
の
憲
法
の
実
施
状
況
は
絶
え
ず
改
善
さ
れ
、
憲
法
と
法
律
に
基
づ
い
て
事
を
処
理
す
る
の
は
ま
さ
に
社
会
の
普
遍
的
な
行
為
準
則
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
社
会
主
義
的
市
場
経
済
の
発
展
の
新
し
い
情
勢
下
で
、
法
律
と
体
制
の
不
健
全
及
び
執
法
者
自
身
の
素
質
の
適
応
不
全
等
の
問
題
に
よ
っ
て
、
法
が
あ
っ
て
も
依
拠
せ
ず
、
法
の
執
行
が
厳
格
で
な
く
、
違
法
が
あ
っ
て
も
追
及
し
な
い
問
題
が
い
ま
だ
少
な
く
な
く
、
様
々
な
程
度
の
違
憲
現
象
が
依
然
と
し
て
一
部
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
を
し
っ
か
り
と
研
究
、
健
全
に
し
、
憲
法
監
督
手
続
き
を
い
っ
そ
う
明
確
に
し
て
、
一
切
の
憲
法
違
反
の
行
為
を
適
時
に
是
正
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
人
代
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
国
家
と
人
民
の
根
本
的
利
益
か
ら
出
発
し
て
、
憲
法
が
規
定
す
る
公
民
の
自
由
と
権
利
を
立
法
過
程
に
お
い
て
十
分
に
保
障
し
、
憲
法
実
施
の
監
督
の
職
責
を
真
剣
に
担
い
、
違
憲
行
為
を
断
固
と
し
て
是
正
し
、
憲
法
解
釈
の
職
能
を
真
剣
に
果
た
し
、
憲
法
実
施
に
お
け
る
問
題
に
対
し
て
必
要
な
解
釈
と
説
明
を
し
、
憲
法
の
規
定
を
い
っ
そ
う
よ
く
現
実
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
各
級
の
人
代
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
憲
法
を
真
剣
に
保
証
し
て
、
そ
の
行
政
区
域
内
で
遵
守
・
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
級
の
国
家
行
政
機
関
、
裁
判
機
関
、
検
察
機
関
は
、
憲
法
を
断
固
と
し
て
貫
徹
し
、
法
に
依
拠
し
て
行
政
を
行
い
、
司
法
を
公
正
に
し
、
執
法
者
の
素
質
と
執
法
水
準
を
絶
え
ず
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
も
、
憲
法
と
法
律
を
超
越
す
る
特
権
を
有
し
て
は
な
ら
な
一
七
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
 。
　
こ
れ
は
、
党
首
脳
と
し
て
い
さ
さ
か
異
例
の
言
及
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
憲
法
学
界
は
こ
れ
に
大
い
に
活
気
付
け
ら
れ 
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
に
入
っ
て
、
憲
法
改
正
活
動
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
、
学
界
か
ら
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
関
係
の
憲
法
改
正
案
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
て
き 
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
時
、
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
正
案
は
す
べ
て
採
用
さ
れ
な
か
っ 
。
当
面
、
国
家
指
導
部
は
、
現
行
の
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
慎
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
党
の
「
統
率
的
指 
 
を
核
と
す
る
中
国
の
権
力
機
構
に
変
容
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
指
導
部
は
慎
重
で
あ
り
な
が
ら
も
、
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
否
定
的
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
、
胡
錦
涛
政
権
は
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
改
革
は
中
国
の
大
多
数
の
公
民
の
強
い
関
心
対
象
で
も
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
中
国
人
民
大
学
法
学
院
と
山
東
大
学
法
学
院
を
主
体
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
中
国
公
民
憲
法
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
今
後
、
憲
法
改
正
が
最
も
必
要
な
の
は
、
人
民
代
表
大
会
制
度
、
政
党
制
度
、
経
済
制
度
、
選
挙
制
度
、
基
層
の
大
衆
自
治
制
度
、
基
本
的
権
利
の
保
護
、
憲
法
監
督
制
度
、
精
神
文
明
建
設
、
司
法
制
度
、
そ
の
他
の
う
ち
、
憲
法
監
督
制
度
を
あ
げ
た
公
民
が
最
多
で
（
四
七
％
）、
以
下
、
司
法
制
度
（
四
二
％
）、
選
挙
制
度
（
三
九
％
）、
基
本
的
権
利
の
保
護
（
三
二
％
）、
政
党
制
度
（
三
一
％
）
等
で
あ
っ
た
（
数
字
は
改
正
必
要
順
位
の
第
一
位
か
ら
第
三
位
の
合 
。
憲
法
監
督
制
度
と
司
法
制
度
が
一
、
二
位
を
占
め
た
の
は
、
大
多
数
の
公
民
の
憲
法
上
の
問
題
意
識
の
所
在
を
表
し
て
い
る
。
（
　
） 
実
は
す
で
に
、
一
九
八
二
年
憲
法
草
案
の
検
討
時
に
、
全
人
代
常
務
委
員
会
に
憲
法
委
員
会
を
設
立
す
る
案
も
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
人
民
代
表
２３
大
会
制
度
の
重
視
の
観
点
か
ら
、
最
終
草
案
に
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
（
全
国
人
大
常
委
会
弁
公
庁
研
究
室
政
治
組
『
中
国
憲
法
精
釈
』
中
国
民
主
法
制
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
九
六
頁
、
許
崇
徳
『
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
史
』
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
八
八
六
頁
参
照
）。
ま
た
、
憲
法
制
定
の
翌
年
、
王
叔
文
な
ど
三
〇
名
の
全
人
代
の
代
表
が
連
名
で
、
第
六
期
全
人
代
に
向
け
て
、
最
高
権
力
機
関
が
憲
法
委
員
会
を
設
立
す
る
よ
う
に
建
議
し
た
が
、
回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
（
許
崇
徳
、
同
右
）。 
（
　
）
３３い
」
（
　
）
３４た
（
　
）
３５た
（
　
）
３６た
（
　
）
３７導
」 
（
　
）
３８計
）
一
八
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
（
　
） 
こ
れ
ら
の
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
国
人
大
常
委
会
弁
公
庁
研
究
室
文
化
研
究
室
編
『
国
家
権
力
機
関
的
監
督
制
度
和
監
督
工
作
』（
中
国
民
２４
主
法
制
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
所
収
の
程
湘
清
、
李
伯
釣
、
汪
鉄
民
の
各
論
文
、
童
之
偉
「
切
実
推
進
違
憲
審
査
制
度
建
設
」『
中
国
法
学
』
二
〇
〇
二
年
六
期
一
三
頁
以
下
、
陳
雲
生
・
前
掲
『
憲
法
監
督
司
法
化
』
五
二
五
頁
以
下
等
を
参
照
。  
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
于
浩
成
「
一
個
極
其
重
要
的
建
議
：
関
於
憲
法
実
施
的
保
障
問
題
」『
法
学
雑
誌
』
一
九
八
二
年
四
期
、
姚
登
魁
、
鄭
全
咸
２５
「
試
論
健
全
保
障
憲
法
実
施
的
機
制
」『
当
代
法
学
』
一
九
八
八
年
三
期
、
劉
景
欣
「
論
中
国
憲
法
監
督
体
制
」『
内
蒙
古
大
学
学
報
（
哲
社
版
）』
一
九
九
二
年
一
期
、
侯
淑
雯
「
論
我
国
憲
法
監
督
機
制
的
完
善
」『
法
学
』
一
九
九
五
年
一
二
期
、
劉
明
勛
「
設
置
我
国
憲
法
監
督
専
門
機
構
的
基
本
設
想
」『
河
南
省
政
法
管
理
幹
部
学
院
学
報
』
一
九
九
八
年
一
期
、
費
善
誠
「
試
論
我
国
違
憲
審
査
制
度
的
模
式
選
択
」『
政
法
論
壇
』
一
九
九
九
年
二
期
。
他
方
、
こ
の
説
を
批
判
す
る
論
と
し
て
、
肖
蔚
雲
『
我
国
現
行
憲
法
的
誕
生
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
六
四
頁
、
王
叔
文
「
論
憲
法
実
施
的
保
障
」『
中
国
法
学
』
一
九
九
二
年
六
期
。  
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
何
華
輝
「
論
憲
法
監
督
」『
武
漢
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
版
）
一
九
八
二
年
一
期
、
呉
家
麟
「
論
設
立
憲
法
監
督
機
構
的
必
２６
要
性
和
可
行
性－
為
現
行
憲
法
頒
布
八
周
年
而
作
」『
法
学
評
論
』
一
九
九
一
年
二
期
、
董
成
美
、
胡
錦
光
「
我
国
違
憲
審
査
的
組
織
機
構
初
探
」
『
中
国
人
民
大
学
学
報
』
一
九
八
七
年
一
期
、
胡
錦
光
『
中
国
憲
法
問
題
研
究
』
新
華
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
一
四
頁
以
下
、
王
叔
文
「
論
憲
法
実
施
的
保
障
」『
中
国
法
学
』
一
九
九
二
年
六
期
、
程
湘
清
「
関
於
憲
法
監
督
的
幾
個
有
争
議
的
問
題
」『
法
学
研
究
』
一
九
九
二
年
四
期
、
程
湘
清
「
憲
法
監
督
立
法
三
題
」『
法
制
日
報
』
一
九
九
七
年
一
二
月
一
一
日
、
張
晶
、
載
鴻
映
「
関
於
憲
法
監
督
的
比
較
與
思
考
」『
政
法
論
壇
』
一
九
九
五
年
五
期
、
甄
樹
清
「
憲
法
監
督
専
門
機
構
芻
議
」『
河
北
大
学
学
報
（
哲
社
版
）』
一
九
九
六
年
四
期
、
李
伯
鈞
「
憲
法
実
施
的
監
督
権
属
於
全
国
人
大
及
其
常
委
会
」『
法
学
雑
誌
』
一
九
九
七
年
四
期
、
蔡
定
劍
『
中
国
人
民
代
表
大
会
制
度
』
法
律
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
四
一
六
頁
以
下
、
苗
連
営
「
関
於
設
立
憲
法
監
督
専
責
機
構
的
設
想
」『
法
商
研
究
』
一
九
九
八
年
四
期
、
王
振
民
・
前
掲
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」。
（
　
） 
一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
時
に
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
中
共
中
央
の
憲
法
改
正
の
建
議
の
説
明
に
お
い
て
、「
第
七
〇
２７
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
は
専
門
委
員
会
の
性
質
の
憲
法
監
督
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
は
（
姜
士
林
等
『
世
界
憲
法
大
全
』
青
島
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
一
〇
頁
参
照
）、
上
記
の
趣
旨
を
意
味
し
て
い
る
。
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
柳
嵐
生
「
略
論
憲
法
監
督
」『
社
会
科
学
』
一
九
八
一
年
三
期
、
兪
静
尭
「
試
論
全
国
人
大
常
委
会
工
作
委
員
会
建
設
」『
法
２８
学
評
論
』
一
九
九
三
年
五
期
、
陳
雲
生
「
走
法
治
必
由
之
路－
論
憲
法
和
法
律
監
督
的
制
度
化
」『
比
較
法
研
究
』
一
九
九
七
年
一
期
、
陳
雲
生
・
前
掲
『
民
主
憲
政
新
潮
』
二
五
三
頁
以
下
。 
一
九
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
康
大
民
「
建
議
設
立
憲
法
法
院
」『
法
学
雑
誌
』
一
九
八
一
年
二
期
、
王
克
穏
「
建
立
我
国
憲
法
法
院
制
度
的
理
論
思
考
」
２９
『
江
海
学
刊
』
一
九
八
九
年
二
期
、
正
文
「
完
善
我
国
的
違
憲
審
査
制
度
」『
探
索
』
一
九
九
八
年
一
期
、
黄
学
賢
「
完
善
我
国
憲
法
監
督
機
制
的
探
討
」
中
国
法
学
会
憲
法
学
研
究
会
編
『
憲
法
研
究
』
第
一
巻
、
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
四
二
頁
以
下
。
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
王
磊
「
中
国
的
憲
法
解
釈
機
構
」
許
崇
徳
主
編
『
憲
法
和
民
主
政
治
』
中
国
検
察
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
九
八
頁
以
下
、
３０
楊
臨
萍
「
法
院
改
革
的
憲
法
思
考
」『
法
制
日
報
』
一
九
九
九
年
一
月
一
四
日
。 
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
王
才
松
「
浅
議
違
憲
和
対
違
憲
的
監
督
審
査
」『
東
北
師
範
大
学
学
報
（
哲
社
版
）』
一
九
八
六
年
三
期
、
楊
泉
明
「
関
於
加
３１
強
我
国
憲
法
監
督
的
幾
個
問
題
」『
政
治
学
研
究
』
一
九
八
八
年
六
期
、
汪
進
元
「
司
法
審
査
模
式
論
」『
社
会
科
学
』
一
九
九
四
年
四
期
、
包
万
超
「
設
立
憲
法
委
員
会
和
最
高
法
院
違
憲
審
査
廷
並
行
的
複
合
審
査
制－
完
善
我
国
違
憲
審
査
制
度
的
別
一
種
思
路
」『
法
学
』
一
九
九
八
年
四
期
、
王
士
如
、
魏
佩
芬
「
関
於
設
立
双
重
違
憲
審
査
制
度
的
思
考
」『
晋
陽
学
刊
』
一
九
九
九
年
四
期
。 
（
　
） 
こ
の
見
地
と
し
て
、
李
忠
『
憲
法
監
督
論
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
四
二
頁
以
下
。 
３２
（
　
） 
胡
錦
涛
「
在
首
都
各
界
記
念
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
公
布
施
行
二
十
周
年
大
会
上
的
講
話
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
四
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
３３
編
『
十
六
大
以
来
重
要
文
献
選
編
（
上
）』
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
七
三
～
七
四
頁
。
（
　
） 
季
衛
東
「
再
論
合
憲
性
審
査
」
前
掲
・
法
苑
精
萃
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
憲
法
学
精
萃
（
二
〇
〇
四
年
巻
）』
三
七
六
頁
参
照
。
３４
（
　
） 
た
と
え
ば
、
童
之
偉
「
與
時
倶
進
、
完
善
憲
法
」『
法
学
』
二
〇
〇
三
年
一
期
、
一
二
頁
、
肖
游
「
創
設
憲
法
委
員
会
実
現
憲
法
可
訴
性
」『
政
治
３５
與
法
律
』
二
〇
〇
三
年
三
期
、
一
〇
頁
、
胡
錦
光
等
「
関
於
現
行
憲
法
第
四
次
修
正
的
建
議
」『
法
学
家
』
二
〇
〇
三
年
五
期
、
二
九
頁
。
（
　
） 
二
〇
〇
四
年
憲
法
改
正
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
土
屋
英
雄
「
中
国
憲
法
の
現
在
」
法
律
時
報
臨
時
増
刊
『
憲
法
改
正
問
題
』
二
〇
〇
五
３６
年
、
二
九
〇
頁
以
下
参
照
。
（
　
） 
統
率
的
指
導
の
原
語
は
「
領
導
」
で
あ
る
が
、「
領
導
」
の
訳
語
と
し
て
、
筆
者
が
「
指
導
」
で
な
く
「
統
率
的
指
導
」
を
用
い
て
い
る
理
由
に
つ
３７
い
て
は
、
土
屋
・
前
掲
『
中
国
の
人
権
と
法
』
一
三
〇
～
一
三
一
頁
参
照
。
（
　
） 
胡
錦
光
、
韓
大
元
主
編
『
中
国
憲
法
発
展
研
究
報
告
』
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
五
七
頁
３８
二
〇
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
第
二
章
　
司
法
権
と
憲
法
審
査
第
一
節
　
人
民
法
院
と
憲
法
適
用
　
現
行
憲
法
は
、
人
民
法
院
は
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
限
を
有
し
、
か
つ
最
高
裁
判
機
関
の
最
高
人
民
法
院
は
下
級
の
人
民
法
院
の
裁
判
活
動
を
監
督
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
（
第
一
二
六
条
、
一
二
七
条
）、
人
民
法
院
が
憲
法
援
用
、
憲
法
適
用
の
権
限
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
、
む
し
ろ
過
去
、
最
高
人
民
法
院
は
そ
れ
ら
に
否
定
的
な
意
見
を
出
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
最
高
人
民
法
院
は
一
九
五
四
年
憲
法
下
の
一
九
五
五
年
七
月
三
〇
日
、
各
級
人
民
法
院
の
判
決
の
な
か
で
罪
刑
の
認
定
の
根
拠
と
し
て
憲
法
を
援
用
す
る
こ
と
を
控
え
る
こ
と
と
す
る
（
新
疆
省
〔
現
在
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
〕
高
級
人
民
法
院
へ
の
）「
返
信
意
見
」（「
復
函
」）
を
出
し
、
一
九
八
二
年
憲
法
下
で
も
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
八
日
の
（
江
蘇
省
高
級
人
民
法
院
へ
の
）「
回
答
意
見
」（「
批
復
」）
に
お
い
て
、
各
級
の
人
民
法
院
が
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
的
規
範
性
文
書
の
な
か
に
憲
法
を
掲
出
し
な
か
っ 
。
　
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
に
注
目
す
べ
き
新
し
い
事
態
が
出
て
き
た
。
同
年
に
出
さ
れ
た
最
高
人
民
法
院
の
司
法
解
釈
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
事
件
（
斉
玉
苓
事
件
）
と
の
関
連
で
最
高
人
民
法
院
が
発
布
し
た
「
姓
名
権
を
侵
害
す
る
手
段
で
も
っ
て
、
憲
法
が
保
護
す
る
公
民
の
教
育
を
受
け
る
基
本
的
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
は
、
民
事
責
任
を
負
う
べ
き
か
否
か
に
関
す
る
回
答
意
見
（
法
釈
〔
二
〇
〇
一
〕
二
五
号
）」（
七
月
二
四
日
発
布
、
八
月
一
三
日
施 
 
で
あ
る
。
こ
の
回
答
意
見
は
民
事
責
任
を
肯
定
し
た
。
最
高
人
民
法
院
の
責
任
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
姓
名
権
を
侵
害
す
る
手
段
で
も
っ
て
、
他
人
の
教
育
を
受
け
る
機
会
を
制
限
・
妨
害
・
剥
奪
す
る
い
か
な
る
行
為
も
、
公
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
に
対
す
る
侵
害
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
与
え
た
者
は
相
応
の
民
事
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
損
害
を
受
け
た
者
は
、
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
し
、
物
質
的
損
失
と
精
神
的
損
失
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ 
。
　
こ
の
司
法
解
釈
に
よ
っ
て
、
最
高
人
民
法
院
は
、
憲
法
規
定
を
、
具
体
的
事
件
に
お
い
て
援
用
す
る
こ 
、
お
よ
び
私
人
の
間
で
の
訴
訟
（
　
）
３９た
（
　
）
４０行
）
（
　
）
４１る
（
　
）
４２と
二
一
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
に
お
い
て
直
接
に
適
用
す
る
こ
と
を
認
め 
。
こ
れ
は
中
国
の
法
学
界
に
強
い
反
響
を
呼
び
起
こ 
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
関
連
す
る
議
論
が
深
ま
り
つ
つ
あ 
。
こ
の
新
動
向
は
、
中
国
で
の
憲
法
的
権
利
の
「
司
法
上
」
の
保
障
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る 
、
立
法
上
の
位
置
づ
け
は
現
段
階
、
不
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
か
り
に
人
民
法
院
に
憲
法
援
用
、
憲
法
適
用
の
権
限
を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、
法
令
そ
の
も
の
の
違
憲
審
査
を
含
む
い
わ
ゆ
る
「
違
憲
立
法
審
査
権
」
で
は
な
く
、
法
令
の
違
憲
審
査
を
行
わ
ず
に
憲
法
を
援
用
・
適
用
し
て
具
体
的
事
件
を
処
理
す
る
と
い
う
内
容
・
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ 
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
現
行
の
人
民
代
表
大
会
制
度
を
前
提
と
す
る
限
り
、
そ
う
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ 
。
（
　
） 
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
、
一
九
五
五
年
の
「
返
信
意
見
」
は
刑
事
事
件
の
み
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
事
事
件
と
行
政
事
件
に
つ
い
て
憲
３９
法
を
援
用
す
べ
き
で
な
い
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
一
九
八
六
年
の
「
回
答
意
見
」
も
法
院
が
直
接
援
用
で
き
る
法
的
規
範
性
文
書
を
明
記
し
て
い
る
の
み
で
、
憲
法
を
援
用
す
る
可
能
性
を
完
全
に
は
排
除
し
て
い
な
い
と
す
る
論
（
劉
雲
龍
「
也
談
建
立
中
国
憲
法
訴
訟
制
度
的
必
要
性
」『
華
中
師
範
大
学
学
報
〔
人
文
社
科
版
〕』
二
〇
〇
二
年
専
輯
、
一
七
四
頁
）、
一
九
五
五
年
「
返
信
意
見
」
は
、「
刑
事
判
決
」
に
つ
い
て
の
み
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
援
用
は
「
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
い
う
援
用
の
完
全
排
除
で
な
い
表
現
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
意
見
は
一
九
五
四
年
憲
法
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
八
六
年
「
回
答
意
見
」
は
援
用
を
肯
定
も
否
定
も
し
て
い
な
い
「
回
避
の
態
度
」
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
論
も
あ
る
（
王
振
民
・
前
掲
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」
五
五
九
頁
以
下
）。
こ
れ
ら
の
論
は
援
用
に
肯
定
的
だ
が
、
実
際
に
は
、
た
と
え
ば
、
王
家
福
、
劉
海
年
主
編
『
中
国
人
権
百
科
全
書
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、「
人
権
案
例
」
と
し
て
（「
人
権
判
例
」
と
い
う
用
語
は
別
に
あ
る
）、
刑
事
事
件
、
民
事
事
件
、
行
政
事
件
を
含
む
五
三
件
の
案
例
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
読
む
限
り
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
憲
法
援
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
、
上
海
の
第
二
審
の
法
院
は
、
人
格
権
侵
害
事
件
で
、
憲
法
第
三
八
条
（
人
格
の
尊
厳
の
不
可
侵
）
及
び
民
法
通
則
と
民
事
訴
訟
法
の
関
連
規
定
に
依
拠
し
て
損
害
賠
償
を
認
め
た
（『
一
九
九
八－
一
九
九
九
虹
口
区
人
民
法
院
年
鑑
』
一
二
八
頁
）。
ま
た
、
あ
る
論
文
は
、
す
で
に
『
最
高
人
民
法
院
公
報
』（
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
一
年
）
と
『
人
民
法
院
案
例
選
』（
一
九
九
七
年
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
は
、
直
接
に
憲
法
条
文
を
引
用
し
、
か
つ
そ
れ
と
通
常
の
法
律
と
結
び
つ
け
て
判
決
を
下
し
た
裁
判
例
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
（
周
偉
「
完
善
我
国
憲
法
監
督
制
度
研
究
」『
社
会
科
学
』
二
〇
〇
四
年
五
期
、
五
四
頁
）、
あ
る
論
文
は
、
最
高
人
民
法
院
の
正
式
の
「
案
例
集
」
所
載
（
　
）
４３た
（
　
）
４４し
（
　
）
４５る
（
　
）
４６が
（
　
）
４７る
（
　
）
４８う
二
二
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
の
判
決
文
の
な
か
に
憲
法
が
出
て
い
る
判
例
と
し
て
八
件
を
あ
げ
（
王
偉
「
憲
法
実
践
與
実
践
憲
法
」『
四
川
理
工
学
院
学
報
〔
社
科
版
〕』
二
〇
〇
五
年
二
期
、
四
一
頁
）、
別
の
論
文
は
、
裁
判
官
が
判
決
に
お
い
て
憲
法
の
規
定
を
引
用
し
て
判
決
の
依
拠
と
し
た
具
体
例
と
し
て
六
つ
の
事
案
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
分
析
し
て
い
る
（
王
振
民
・
前
掲
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」
五
六
二
頁
以
下
）。
（
　
） 
『
法
制
日
報
』
二
〇
〇
一
年
八
月
一
三
日
。
な
お
、
最
高
人
民
法
院
の
司
法
解
釈
と
は
、
裁
判
活
動
中
に
お
け
る
法
律
、
法
令
の
具
体
的
適
用
の
問
４０
題
に
つ
い
て
、
最
高
人
民
法
院
裁
判
委
員
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
解
釈
で
あ
り
、
法
的
効
力
を
有
す
る
。
司
法
解
釈
に
関
し
て
規
定
し
た
こ
れ
ま
で
の
決
議
等
は
、
い
ず
れ
も
「
憲
法
」
の
適
用
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
い
（「
法
律
解
釈
問
題
に
関
す
る
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
決
議
」
一
九
五
五
年
六
月
、「
法
律
解
釈
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
関
す
る
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
決
議
」
一
九
八
一
年
六
月
、「
司
法
解
釈
工
作
に
関
す
る
最
高
人
民
法
院
の
若
干
の
規
定
」
一
九
九
六
年
一
〇
月
採
択
、
翌
年
六
月
通
知
）。
ま
た
、
司
法
解
釈
に
は
異
な
る
形
式
と
作
用
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
法
的
地
位
も
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
曹
士
兵
（
最
高
人
民
法
院
高
級
裁
判
官
）「
最
高
人
民
法
院
裁
判
、
司
法
解
釈
的
法
律
地
位
」『
中
国
法
学
』
二
〇
〇
六
年
三
期
、
一
七
五
頁
以
下
参
照
。
（
　
） 
『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
一
年
八
月
一
三
日
。
こ
の
回
答
意
見
を
受
け
た
山
東
省
高
級
人
民
法
院
は
、
同
年
八
月
二
三
日
、
憲
法
第
四
六
条
（
教
育
を
４１
受
け
る
権
利
の
規
定
）、
教
育
法
第
九
条
、
八
一
条
、
民
法
通
則
第
一
二
〇
条
、
一
三
四
条
及
び
当
該
回
答
意
見
を
援
用
し
て
、
判
決
を
下
し
た
（
終
審
判
決
）。 
（
　
） 
も
っ
と
も
、
当
該
司
法
解
釈
（「
回
答
意
見
」）
の
内
容
が
こ
の
種
の
問
題
に
お
け
る
、
最
高
人
民
法
院
と
し
て
「
最
初
」
の
事
例
で
あ
る
と
は
必
４２
ず
し
も
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
最
高
人
民
法
院
は
、「
労
災
に
は
一
切
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
い
う
雇
用
労
働
契
約
は
有
効
か
否
か
に
関
す
る
回
答
意
見
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
四
日
公
布
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
勤
労
者
に
対
し
て
労
働
保
護
を
実
行
す
る
の
は
、
わ
が
国
の
憲
法
に
明
文
の
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
は
勤
労
者
が
享
有
す
る
権
利
で
あ
る
」。「
労
働
者
募
集
の
登
記
に
お
い
て
『
労
災
に
は
一
切
責
任
を
負
わ
な
い
』
と
注
記
す
る
行
為
」
は
、「
憲
法
及
び
労
働
保
護
関
係
法
規
に
違
反
し
て
い
る
と
同
時
に
、
社
会
主
義
的
公
徳
に
も
厳
重
に
違
反
し
て
お
り
、
無
効
の
民
事
行
為
に
属
す
る
」（『
中
華
人
民
共
和
国
司
法
解
釈
全
集
』〔
中
国
法
律
年
鑑
社
出
版
、
一
九
九
七
年
〕
第
二
巻
、
一
四
〇
六
頁
）。
他
に
、「『
公
民
は
法
律
の
前
に
一
律
に
平
等
』
の
憲
法
原
則
」
を
援
用
し
た
最
高
人
民
法
院
と
司
法
部
の
「
連
合
通
知
」（
一
九
九
九
年
四
月
一
二
日
）
も
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
論
文
は
、
最
高
人
民
法
院
か
ら
出
さ
れ
た
、
憲
法
実
施
に
関
わ
る
正
式
の
司
法
文
件
（
｢批
復
｣「
復
函
」「
答
復
」「
通
知
」
等
の
名
義
）
と
し
て
一
七
件
を
あ
げ
て
い
る
（
王
偉
・
前
掲
「
憲
法
実
践
與
実
践
憲
法
」
四
一
頁
）。
（
　
） 
当
該
司
法
解
釈
が
私
人
間
で
憲
法
を
直
接
適
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
異
な
っ
た
解
釈
も
あ
る
が
、
中
国
の
論
の
多
数
は
直
接
適
用
し
た
４３
二
三
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
と
解
し
て
い
る
。
（
　
） 
『
法
制
日
報
』
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
〇
日
参
照
。
あ
る
論
は
、
こ
の
反
響
の
強
さ
は
中
国
の
現
状
に
対
す
る
不
満
を
原
因
と
し
て
い
る
と
し
、
①
４４
立
法
の
停
滞
に
よ
っ
て
、
憲
法
が
確
認
・
保
障
し
て
い
る
公
民
の
権
利
の
な
か
に
は
法
律
で
実
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、
②
憲
法
監
督
制
度
が
機
能
不
全
で
あ
る
こ
と
、
③
政
治
体
制
（
司
法
体
制
を
含
む
）
の
改
革
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
等
を
あ
げ
て
い
る
（
童
之
偉
「
憲
法
司
法
適
用
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
中
国
律
師
』
二
〇
〇
一
年
一
二
期
、
二
三
頁
）。
（
　
） 
た
と
え
ば
、「
憲
法
の
性
質
」、「
憲
法
私
法
化
」、「
憲
法
司
法
化
」
等
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。「
憲
法
の
性
質
」「
憲
法
私
法
化
」
と
の
関
係
で
４５
は
、
全
人
代
弁
公
庁
秘
書
組
副
局
長
（
そ
の
後
、
中
国
政
法
大
学
教
授
）
の
蔡
定
劍
が
、
憲
法
は
私
法
的
性
質
を
有
し
て
い
る
と
説
明
す
る
の
が
、
憲
法
の
精
神
を
よ
り
よ
く
認
識
し
、
現
代
社
会
生
活
に
お
け
る
憲
法
の
作
用
を
理
解
し
、
憲
法
は
政
治
的
文
書
で
あ
る
と
い
う
中
国
の
長
年
の
誤
っ
た
考
え
を
是
正
し
、
憲
法
訴
訟
制
度
を
建
立
す
る
の
に
有
利
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
出
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
（「
関
於
什
麼
是
憲
法
」『
中
外
法
学
』
二
〇
〇
二
年
一
期
九
九
頁
、
蔡
定
劍
の
主
張
は
、「
中
国
憲
法
実
施
的
私
法
化
之
路
」
法
苑
精
萃
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
憲
法
学
精
萃
（
二
〇
〇
五
年
巻
）』
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
三
三
四
頁
以
下
も
参
照
）。
憲
法
の
私
法
性
を
認
め
る
見
地
に
近
い
も
の
と
し
て
、
憲
法
は
公
法
と
私
法
の
共
通
の
基
礎
で
あ
り
、
憲
法
の
私
法
化
は
同
時
に
憲
法
の
公
法
化
の
過
程
で
あ
る
と
す
る
論
（
童
之
偉
「
憲
法
司
法
適
用
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
中
国
律
師
』
二
〇
〇
一
年
一
二
期
）、
中
国
の
憲
政
は
、「
近
代
」
か
ら
「
現
代
」
へ
発
展
し
た
西
側
の
憲
政
と
異
な
っ
て
、「
近
代
」
と
「
現
代
」
に
同
時
的
に
直
面
し
て
い
る
の
で
、「
基
本
的
権
利
の
私
法
上
の
効
力
」
を
認
め
る
必
要
性
と
合
憲
性
が
あ
る
と
す
る
論
（
呂
艶
輝
「
論
憲
法
基
本
権
利
条
文
款
在
私
法
上
的
効
力
」『
行
政
與
法
〔
吉
林
省
行
政
学
院
学
報
〕』
二
〇
〇
四
年
一
二
期
一
〇
〇
頁
）
等
が
あ
る
。
他
方
、「
憲
法
の
司
法
適
用
」
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
と
「
憲
法
の
私
法
化
」
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
中
国
の
現
状
か
ら
し
て
、
私
人
の
間
で
は
憲
法
の
「
直
接
適
用
」
で
な
く
「
間
接
適
用
」
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
論
も
あ
る
（
方
立
新
、
徐
鋼
「
論
憲
法
在
私
法
秩
序
内
的
意
義
」『
浙
江
大
学
学
報
〔
人
文
社
会
科
学
版
〕』
二
〇
〇
四
年
六
期
）。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
中
国
の
法
体
系
の
議
論
と
も
関
係
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
論
は
、
憲
法
は
公
法
で
は
な
く
、
公
法
と
私
法
の
両
方
よ
り
高
次
に
あ
る
根
本
法
で
あ
り
、
市
民
法
は
私
法
（
民
法
、
商
法
等
）
で
あ
り
、
公
民
法
は
公
法
（
刑
法
、
行
政
法
）、
手
続
法
（
刑
事
訴
訟
法
、
民
事
訴
訟
法
、
行
政
訴
訟
法
等
）
で
あ
る
と
す
る
（
呂
世
倫
、
任
岳
鵬
「
根
本
法
、
市
民
法
、
公
民
法
和
社
会
法
」『
求
是
学
刊
』
二
〇
〇
五
年
五
期
、
六
五
頁
以
下
）。
　
　
　「
憲
法
司
法
化
」（
こ
の
是
非
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
当
面
、「
専
題
研
討－
憲
法
司
法
化
的
是
與
非
」『
華
東
政
法
学
院
学
報
』
二
〇
〇
一
年
六
期
、「『
憲
法
司
法
化
』
引
出
的
是
是
非
非
」『
中
国
律
師
』
二
〇
〇
一
年
一
二
期
、
黄
松
有
「
憲
法
司
法
化
及
其
意
義
」『
人
民
法
院
報
』
二
〇
〇
一
二
四
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
年
八
月
一
三
日
、
童
之
偉
「
憲
法
司
法
適
用
研
究
中
的
幾
個
問
題
」
信
春
鷹
主
編
『
公
法
』
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
陳
雲
生
・
前
掲
『
憲
法
監
督
司
法
化
』、
蔡
定
劍
「
中
国
憲
法
司
法
化
路
径
探
索
」『
法
学
研
究
』
二
〇
〇
五
年
五
期
等
参
照
。
な
お
、「
憲
法
司
法
化
」
の
概
念
そ
の
も
の
を
最
初
に
提
起
し
た
の
は
、
斉
玉
苓
事
件
の
司
法
解
釈
以
前
の
王
磊
『
憲
法
司
法
化
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
強
世
功
「
憲
法
司
法
化
的
悖
論
」
前
掲
・
法
苑
精
萃
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
憲
法
学
精
萃
（
二
〇
〇
四
年
巻
）』
三
四
七
頁
参
照
）。
　
　
　
ま
た
、
憲
法
司
法
化
は
、「
憲
法
訴
訟
」
の
可
能
性
の
問
題
と
も
関
係
す
る
が
、
憲
法
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
以
下
を
参
照
。
劉
志
剛
『
憲
法
訴
訟
的
民
主
価
値
』
中
国
人
民
公
安
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
王
従
烈
「
我
国
憲
法
訴
訟
的
主
要
困
惑
」『
河
北
法
学
』
二
〇
〇
五
年
一
期
、
庄
春
英
「
建
立
憲
法
訴
訟
制
度
的
構
想
」『
中
国
律
師
』
二
〇
〇
四
年
五
期
、
張
景
英
「
対
建
立
憲
法
訴
訟
制
度
的
思
考
」『
洛
陽
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
年
四
期
、
劉
武
俊
「
憲
法
司
法
化－
通
過
訴
訟
激
活
憲
法
文
本
」『
団
結
』
二
〇
〇
四
年
四
期
、
劉
志
剛
「
憲
法
訴
訟
的
司
法
性
質
」『
法
律
科
学
（
西
北
政
法
学
院
学
報
）』
二
〇
〇
四
年
六
期
。
（
　
） 
当
該
司
法
解
釈
の
そ
の
後
の
裁
判
へ
の
影
響
と
の
関
連
で
は
、
斉
玉
苓
事
件
の
「
河
南
版
」
と
さ
れ
る
事
件
で
、
河
南
省
新
野
県
人
民
法
院
は
、
二
〇
４６
〇
二
年
六
月
二
六
日
、
教
育
を
受
け
る
権
利
に
関
す
る
憲
法
規
定
を
援
用
し
た
判
決
を
出
し
て
い
る
（『
法
制
日
報
』
二
〇
〇
二
年
八
月
二
二
日
）。
（
　
） 
莫
紀
宏
は
、
憲
法
適
用
に
つ
い
て
、
①
憲
法
改
正
中
の
憲
法
適
用
、
②
憲
法
解
釈
中
の
憲
法
適
用
、
③
立
法
活
動
中
の
憲
法
適
用
、
④
行
政
管
理
中
の
４７
憲
法
適
用
、
⑤
司
法
活
動
中
の
憲
法
適
用
、
⑥
憲
法
監
督
中
の
憲
法
適
用
、
⑦
憲
法
裁
判
中
の
憲
法
適
用
に
区
分
し
て
検
討
し
て
い
る
が
（
莫
紀
宏
主
編
『
憲
法
学
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
二
頁
以
下
）、
本
稿
で
い
う
憲
法
援
用
・
適
用
は
莫
紀
宏
の
分
類
の
⑤
に
あ
た
る
。
（
　
） 
こ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
事
件
が
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
一
二
月
、
甘
粛
省
酒
泉
地
区
中
級
人
民
法
院
の
あ
る
裁
判
官
は
、
消
費
者
の
権
益
保
護
に
４８
関
係
す
る
行
政
訴
訟
事
件
の
審
理
に
お
い
て
、
甘
粛
省
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
が
制
定
し
た
地
方
法
規
の
「
甘
粛
省
生
産
物
品
質
監
督
条
例
」
は
全
国
性
の
「
生
産
物
品
質
法
」
と
「
行
政
処
罰
法
」
に
合
致
し
て
い
な
い
と
認
定
し
て
、
当
該
条
例
に
基
づ
い
て
事
件
を
処
理
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
実
際
上
、
当
該
条
例
の
効
力
を
停
止
し
た
。
こ
れ
は
、
新
中
国
の
歴
史
上
初
め
て
、
地
方
法
院
の
裁
判
官
が
国
家
の
立
法
行
為
に
対
し
て
独
立
し
て
司
法
審
査
を
行
っ
た
事
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
王
振
民
・
前
掲
「
有
限
政
府
與
違
憲
審
査
」
五
七
〇
頁
参
照
）。
こ
の
判
決
後
、
一
九
九
九
年
八
月
、
甘
粛
省
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
、
当
該
判
決
は
「
憲
法
と
地
方
組
織
法
が
地
方
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
に
付
与
し
た
立
法
権
を
重
大
に
侵
害
し
、
裁
判
権
を
超
越
し
、
法
律
・
法
規
を
正
確
に
理
解
し
て
お
ら
ず
、
当
該
違
法
判
決
は
地
方
性
法
規
の
厳
粛
性
を
直
接
に
侵
害
し
、
社
会
主
義
法
制
の
統
一
に
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
し
て
、「
こ
れ
は
、
裁
判
機
関
の
裁
判
に
お
け
る
全
国
で
も
ま
れ
に
み
る
重
大
な
違
法
事
件
で
あ
る
」
と
認
定
し
た
。
そ
の
後
、
甘
粛
省
高
級
人
民
法
院
は
中
級
人
民
法
院
の
当
該
判
決
を
取
り
消
し
た
。
こ
の
事
例
は
、
あ
る
法
令
が
二
五
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
合
憲
か
否
か
の
問
題
で
な
く
、
上
級
の
法
規
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
人
民
代
表
大
会
と
の
関
係
で
の
人
民
法
院
の
裁
判
権
の
限
界
を
具
体
的
に
再
確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
な
お
、
違
憲
審
査
と
憲
法
訴
訟
を
区
分
す
る
蔡
定
劍
の
論
は
、
人
民
代
表
大
会
の
権
限
と
人
民
法
院
の
裁
判
権
を
調
整
す
る
方
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
蔡
は
、
憲
法
監
督
即
ち
違
憲
審
査
の
権
力
は
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
、
そ
れ
は
立
法
が
違
憲
か
否
か
お
よ
び
国
家
権
力
間
の
紛
議
を
解
決
し
、
他
方
、
憲
法
訴
訟
は
最
高
人
民
法
院
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ
、
そ
れ
は
公
民
の
憲
法
的
権
利
の
具
体
的
な
侵
害
を
憲
法
訴
訟
の
方
式
で
解
決
す
る
と
し
、
こ
の
方
法
で
人
民
代
表
大
会
の
憲
法
監
督
権
と
人
民
法
院
の
裁
判
権
の
衝
突
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
憲
法
解
釈
に
つ
い
て
、
蔡
は
、
全
人
代
常
務
委
員
会
は
憲
法
の
立
憲
的
解
釈
権
を
行
使
し
、
最
高
人
民
法
院
は
憲
法
の
具
体
的
適
用
に
対
し
て
解
釈
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
法
院
の
憲
法
解
釈
が
法
律
・
法
規
の
違
憲
審
査
に
関
係
す
る
場
合
は
、
そ
の
事
項
を
全
人
代
常
務
委
員
会
の
審
査
に
託
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
違
憲
審
査
と
最
高
人
民
法
院
の
憲
法
訴
訟
と
い
う
二
つ
の
制
度
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
（
蔡
定
劍
・
前
掲
「
中
国
憲
法
司
法
化
路
径
探
索
」
一
二
三
頁
以
下
）。
第
二
節
　
人
民
法
院
の
独
立
性
の
問
題
　
か
り
に
今
後
、
人
民
法
院
が
憲
法
援
用
、
憲
法
適
用
の
権
限
を
行
使
す
る
方
向
へ
向
か
う
と
し
て
も
、
人
民
法
院
が
そ
の
権
限
を
独
立
し
て
行
使
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
、
本
稿
で
は
、
①
人
民
法
院
の
独
立
裁
判
権
と
②
司
法
機
関
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
監
督
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
一
　
人
民
法
院
の
独
立
裁
判
権
の
不
全
性
　
人
民
法
院
の
独
立
裁
判
権
の
原
則
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
で
初
め
て
規
定
、
一
九
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
後
に
事
実
上
廃
止
（
憲
法
の
改
正
は
な
い
）、
一
九
七
五
年
憲
法
と
一
九
七
八
年
憲
法
に
は
無
規
定
、
一
九
八
二
年
憲
法
で
復
活
（
た
だ
し
、
法
律
上
は
一
九
七
九
年
七
月
制
定
の
人
民
法
院
組
織
法
で
復
活
し
て
い
た
）、
と
い
う
よ
う
に
浮
沈
が
激
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
独
立
裁
判
権
の
原
則
が
権
力
の
あ
り
よ
二
六
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
う
と
直
結
す
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
中
国
で
は
基
本
的
に
は
、「
司
法
の
独
立
」
は
「
長
期
に
歓
迎
さ
れ
ざ
る
概
念
で
あ
っ
 
。
　
現
行
の
一
九
八
二
年
憲
法
は
、「
人
民
法
院
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
の
干
渉
を
受
け
な
い
」（
第
一
二
六
条
）
と
規
定
し
て
い 
。
あ
る
論
は
、
中
国
の
法
院
の
独
立
は
西
側
（
資
本
主
義
国
家
）
の
司
法
の
独
立
と
は
、
概
略
、
次
の
諸
点
で
異
な
る
と
す
る
。
①
独
立
の
根
拠
が
異
な
る
。
中
国
は
、
社
会
主
義
性
に
よ
っ
て
国
家
権
力
は
統
一
さ
れ
、
そ
の
権
力
は
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
に
よ
っ
て
統
一
的
に
行
使
さ
れ
、
裁
判
機
関
も
人
民
代
表
大
会
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
、
そ
れ
に
責
任
を
負
い
、
そ
の
監
督
を
受
け
る
。
西
側
は
、
三
権
分
立
理
論
に
基
づ
き
、
国
家
権
力
は
立
法
権
、
行
政
権
、
司
法
権
に
分
割
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
権
は
相
互
に
独
立
し
て
行
使
さ
れ
、
相
互
制
約
す
る
。
②
独
立
の
範
囲
が
異
な
る
。
中
国
の
司
法
の
独
立
は
行
政
か
ら
の
独
立
す
な
わ
ち
人
民
法
院
が
人
民
政
府
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
が
、
西
側
の
司
法
の
独
立
は
立
法
と
行
政
か
ら
の
独
立
を
指
す
。
③
独
立
の
主
体
が
異
な
る
。
中
国
は
裁
判
所
す
な
わ
ち
法
院
の
職
権
行
使
上
の
独
立
を
指
す
が
、
西
側
は
裁
判
官
個
人
の
独
立
を
指
す
。
④
独
立
の
保
障
が
異
な
る
。
中
国
の
裁
判
官
は
任
期
、
人
員
、
財
政
、
物
的
条
件
な
ど
の
面
で
独
立
が
十
分
で
な
い
が
、
西
側
は
比
較
的
に
独
立
が
保
障
さ
れ
て
い 
。
こ
の
説
明
は
、
い
ま
だ
お
お
よ
そ
妥
当
で
あ
る
が
（
も
っ
と
も
、
実
際
上
、
②
の
行
政
か
ら
の
独
立
も
後
述
の
よ
う
に
中
国
で
は
限
定
的
で
あ
る
）、
し
か
し
、
中
国
で
の
法
院
の
独
立
に
つ
い
て
の
理
論
は
、
現
在
、
変
容
の
過
程
に
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
中
国
の
法
院
の
独
立
の
現
実
態
と
の
関
係
で
は
、
と
り
わ
け
次
の
三
方
面
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
　
第
一
に
、
共
産
党
の
統
率
的
指
導
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
末
の
「
改
革
・
開
放
」
政
策
へ
転
換
後
、
共
産
党
は
、
司
法
、
法
院
の
独
立
に
一
定
程
度
配
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
九
年
九
月
九
日
に
出
さ
れ
た
「
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
の
真
剣
な
実
施
を
断
固
と
し
て
保
証
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
指
示
」
は
、「
司
法
工
作
に
対
す
る
党
の
指
導
は
、
主
に
方
針
、
政
策
の
指
導
で
あ
る
。
各
級
（
　
）
４９た
」
（
　
）
５０る
（
　
）
５１る
二
七
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
党
委
員
会
は
、
党
で
も
っ
て
政
に
代
え
る
、
言
で
も
っ
て
法
に
代
え
る
、
法
律
の
規
定
に
よ
ら
ず
に
事
を
処
理
す
る
、
司
法
行
政
事
務
を
一
手
に
引
き
受
け
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
習
慣
と
仕
方
を
断
固
と
し
て
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
一
九
八
六
年
七
月
一
〇
日
に
出
さ
れ
た
「
全
党
は
社
会
主
義
法
制
を
必
ず
断
固
と
し
て
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
通
知
」
は
、
さ
ら
に
進
め
て
、「
司
法
工
作
に
対
す
る
党
の
指
導
は
、
主
に
司
法
機
関
が
厳
格
に
憲
法
と
法
律
に
し
た
が
い
、
職
権
を
法
に
依
っ
て
独
立
に
行
使
す
る
の
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
。
司
法
、
法
院
の
独
立
に
対
す
る
党
の
配
慮
の
動
き
は
、
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
党
は
改
め
て
司
法
の
独
立
へ
の
配
慮
の
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
重
要
な
現
わ
れ
の
一
つ
が
、
一
九
九
七
年
九
月
一
二
日
の
党
第
一
五
回
全
国
代
表
大
会
に
お
け
る
党
総
書
記
（
当
時
）
の
江
沢
民
報
告
に
出
て
い
る
。
そ
こ
で
、
江
沢
民
は
、「
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
中
国
的
特
色
を
も
つ
社
会
主
義
的
法
律
体
系
を
形
成
す
る
」
こ
と
を
明
示
し
、
か
つ
「
司
法
改
革
を
推
進
し
、
司
法
機
関
が
法
に
依
っ
て
独
立
・
公
正
に
裁
判
権
と
検
察
権
を
行
使
す
る
の
を
制
度
上
か
ら
保
証
す
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
司
法
、
法
院
の
独
立
へ
の
こ
う
し
た
配
慮
は
、
い
ま
だ
主
に
理
念
的
次
元
の
も
の
で
あ
り
、
現
実
態
と
し
て
は
、
司
法
、
法
院
に
対
す
る
党
の
指
導
は
厳
然
と
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
現
在
、
党
の
指
導
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
回
路
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
県
級
以
上
の
各
級
の
共
産
党
委
員
会
は
「
政
法
委
員
会
」
を
設
置
し
、
か
つ
多
く
の
地
方
の
政
法
委
員
会
は
公
安
庁
（
局
）
長
を
書
記
、
法
院
院
長
と
（
ま
た
は
）
検
察
長
を
副
書
記
に
任
じ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
多
く
の
省
（
市
）
は
、
一
名
の
省
（
市
）
党
委
員
会
常
務
委
員
を
副
省
長
（
副
市
長
）
兼
政
法
委
員
会
書
記
に
任
じ
て
、
政
法
活
動
を
管
理
・
統
括
さ
せ
て
い
る
。
名
目
上
、
政
法
委
員
会
は
公
安
機
関
、
検
察
院
、
法
院
の
間
の
活
動
関
係
を
「
協
調
」
さ
せ
る
の
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
機
構
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
際
上
は
、
公
安
機
関
、
検
察
院
、
法
院
が
紛
議
の
あ
る
事
件
を
処
理
す
る
際
、
ま
た
は
い
わ
ゆ
る
重
大
事
件
、
難
事
件
お
よ
び
社
会
的
影
響
が
大
き
い
事
件
を
処
理
す
る
際
に
は
、
政
法
委
員
会
に
報
告
し
、
そ
の
検
討
と
指
示
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
憲
法
上
、
地
方
各
級
の
人
民
法
院
の
幹
部
は
同
級
の
人
民
代
表
大
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
が
、
実
際
上
二
八
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
は
、「
共
産
党
が
幹
部
を
管
理
す
る
と
い
う
原 
 
に
基
づ
き
、
各
級
の
法
院
の
院
長
・
副
院
長
、
廷
長
・
副
廷
長
、
裁
判
委
員
会
委
員
、
裁
判
員
に
つ
い
て
同
級
の
共
産
党
委
員
会
が
あ
ら
か
じ
め
討
議
で
確
定
し
た
後
に
、
そ
の
名
簿
を
同
級
の
人
民
代
表
大
会
ま
た
は
そ
の
常
務
委
員
会
に
回
し
て
選
挙
な
い
し
任
命
さ
せ
て
い
る
。
司
法
人
員
の
昇
任
・
降
任
・
留
任
・
転
任
の
人
事
大
権
も
共
産
党
委
員
会
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
実
下
で
は
、
共
産
党
か
ら
の
法
院
の
独
立
は
き
わ
め
て
限
定
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な 
。
　
第
二
に
、
政
府
が
財
政
を
統
一
的
に
管
理
す
る
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、
各
級
の
法
院
の
業
務
経
費
、
人
員
の
給
料
に
つ
い
て
、
同
級
の
人
民
政
府
が
予
算
を
作
成
し
た
後
に
、
同
級
の
人
民
代
表
大
会
が
審
議
・
採
択
し
て
い
る
。
こ
の
財
政
原
則
の
下
で
は
、
法
院
は
政
府
の
干
渉
を
受
け
や
す
く
、
実
際
、
干
渉
に
抵
抗
し
て
、
経
費
を
削
減
ま
た
は
経
費
支
出
を
停
止
さ
れ
た
事
例
、
逆
に
「
指
示
」
を
受
け
入
れ
て
、
経
費
を
増
加
ま
た
は
経
費
支
出
を
保
証
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
法
院
に
対
す
る
政
府
の
干
渉
は
現
在
に
至
る
ま
で
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
弊
害
は
特
に
行
政
訴
訟
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
法
院
は
人
、
財
、
物
の
面
に
お
い
て
等
し
く
行
政
機
関
の
制
約
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
行
政
裁
判
の
活
動
に
お
い
て
し
ば
し
ば
行
政
機
関
の
不
法
な
干
渉
を
受
け
て
お
り
」、
こ
の
「
司
法
機
関
の
独
立
性
の
不
足
が
行
政
訴
訟
制
度
上
の
困
難
の
第
一
の
原
因
で
あ
る
」
こ
と
は
学
界
の
「
一
致
し
た
認
識
」
で
あ
る
と
い
わ
れ 
。
　
第
三
に
、
法
院
内
の
司
法
活
動
が
行
政
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
事
件
を
処
理
す
る
際
、
法
院
内
の
各
段
階
で
検
査
さ
れ
、
首
長
責
任
制
お
よ
び
報
告
し
て
指
示
を
請
う
制
度
な
ど
の
行
政
活
動
方
式
が
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
院
で
の
事
件
の
審
判
の
主
な
プ
ロ
セ
ス
は
こ
う
で
あ
る
。
単
独
法
廷
（
簡
単
な
民
事
事
件
、
軽
微
な
刑
事
事
件
な
ど
）
な
い
し
合
議
法
廷
が
審
理
を
行
っ
て
処
理
意
見
を
提
出
し
た
後
、
廷
長
に
報
告
し
て
審
査
さ
れ
、
そ
の
後
、
院
長
が
審
査
・
承
認
し
て
い
る
。
重
大
事
件
、
複
雑
な
事
件
ま
た
は
難
事
件
は
、
院
長
を
通
し
て
法
院
内
の
裁
判
委
員
会
に
回
さ
れ
て
討
論
・
決
定
さ
れ 
。
ま
た
、
下
級
の
法
院
が
審
判
す
る
事
件
の
う
ち
、
重
大
・
複
雑
・
難
事
件
は
し
ば
し
ば
上
級
の
法
院
に
指
示
を
請
い
、
そ
の
後
、
下
級
の
法
院
は
上
級
の
法
院
か
ら
出
さ
れ
た
「
指
示
」
の
「
精
神
」
に
照
ら
し
て
判
決
を
出
し
て
い 
。
こ
れ
は
、
中
国
で
の
二
審
終
審
制
を
形
骸
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
（
　
）
５２則
」 
（
　
）
５３い
（
　
）
５４る
（
　
）
５５る
（
　
）
５６る
二
九
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
　
中
国
で
も
、
上
述
の
問
題
性
は
意
識
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
官
の
任
免
方
法
の
改
変
、
裁
判
官
の
身
分
・
職
務
・
生
活
の
保
障
、
司
法
経
費
の
全
国
的
統
括
制
度
、
裁
判
官
個
人
の
独
立
、
裁
判
官
の
地
区
（
本
籍
）
回
避
制
度
等
を
含
む
多
角
的
な
改
革
策
が
議
論
さ
れ
て
き
て
、
司
法
改
革
は
す
で
に
「
時
代
の
主
旋 
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
位
置
づ
け
、
国
家
機
関
相
互
の
利
害
対
立
、
裁
判
官
の
資
質
の
低 
な
ど
の
問
題
と
密
接
に
か
ら
ん
で
い
て
、
抜
本
的
な
改
革
は
容
易
で
は
な 
。
（
　
） 
馬
懐
徳
、
鄭
毅
「
司
法
独
立
與
憲
法
修
改
」
前
掲
・
法
苑
精
萃
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
憲
法
学
精
萃
（
二
〇
〇
四
年
巻
）』
一
六
七
頁
。
４９
（
　
） 
こ
の
規
定
か
ら
し
て
、「
行
政
機
関
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
」
で
な
い
国
家
権
力
機
関
、
検
察
機
関
、
政
党
は
、
合
法
的
な
方
法
で
法
院
の
裁
判
５０
活
動
に
干
渉
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
憲
法
第
一
三
五
条
の
「
人
民
法
院
、
人
民
検
察
院
お
よ
び
公
安
機
関
は
、
刑
事
事
件
を
処
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
分
担
し
て
責
任
を
負
い
、
相
互
に
協
力
、
相
互
に
制
約
し
て
、
法
律
の
的
確
で
有
効
な
執
行
を
保
証
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
も
、
そ
の
な
か
の
「
相
互
に
協
力
」
の
文
言
は
、
司
法
の
独
立
の
核
心
的
要
求
で
あ
る
中
立
裁
判
に
相
符
合
し
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
（
馬
懐
徳
、
鄭
毅
、
同
右
、
一
六
八
頁
）。
（
　
） 
譚
世
貴
「
論
司
法
独
立
」『
政
法
論
壇
』
一
九
九
七
年
一
期
、
三
一
頁
参
照
。
５１
（
　
） 
こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
幹
部
の
選
抜
・
任
用
は
、
党
指
導
部
の
な
か
で
非
公
開
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
二
月
、
中
共
中
央
５２
は
「
党
・
政
府
指
導
幹
部
選
抜
・
任
用
活
動
暫
行
条
例
」
を
発
布
し
て
、
党
に
よ
る
幹
部
選
抜
・
任
用
手
続
を
公
的
に
制
度
化
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
七
月
九
日
、
中
共
中
央
は
こ
の
暫
行
条
例
の
実
施
七
年
余
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
を
修
正
し
た
「
党
・
政
府
指
導
幹
部
選
抜
・
任
用
活
動
条
例
」
を
発
布
し
た
。
当
該
条
例
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
幹
部
で
あ
る
。
①
中
共
中
央
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
、
国
務
院
、
全
国
政
治
協
商
会
議
、
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
の
活
動
部
門
あ
る
い
は
機
関
内
設
の
機
構
の
指
導
人
員
。
最
高
人
民
法
院
、
最
高
人
民
検
察
院
の
指
導
人
員
お
よ
び
内
設
機
構
の
指
導
人
員
。
県
級
以
上
の
地
方
各
級
の
党
委
員
会
、
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
、
政
府
、
政
治
協
商
会
議
、
紀
律
委
員
会
、
人
民
法
院
、
人
民
検
察
院
お
よ
び
そ
の
活
動
部
門
あ
る
い
は
機
関
内
設
の
機
構
の
指
導
人
員
。
以
上
の
工
作
部
門
の
内
設
機
構
の
指
導
人
員
。
②
県
級
以
上
の
党
委
員
会
・
政
府
直
属
の
事
業
単
位
、
労
働
組
合
、
共
産
主
義
青
年
団
、
婦
人
連
合
会
等
の
人
民
団
体
の
指
導
人
員
。
③
非
中
共
党
員
の
指
導
人
員
。
④
処
級
以
上
の
非
指
導
職
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
八
月
七
日
、
中
共
中
央
弁
公
庁
は
、
幹
部
の
人
事
に
つ
い
て
の
重
要
施
策
で
あ
る
「
党
政
指
導
幹
部
職
務
任
期
暫
行
規
定
」、「
党
政
指
導
幹
部
交
流
活
動
規
定
」、「
党
政
指
導
幹
部
任
職
回
避
暫
行
規
定
」
を
発
布
し
た
。
こ
れ
ら
は
人
（
　
）
５７律
」
（
　
）
５８さ
（
　
）
５９い
三
〇
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
民
法
院
の
幹
部
に
も
適
用
さ
れ
る
。
（
　
） 
そ
の
他
、
事
件
に
対
す
る
共
産
党
委
員
会
の
書
類
取
寄
せ
・
閲
読
（「
調
閲
」）、
事
件
に
対
す
る
共
産
党
委
員
会
書
記
の
書
面
指
示
（「
批
示
」）
の
５３
問
題
な
ど
が
あ
る
。
（
　
） 
楊
海
坤
、
章
志
遠
「
修
法
要
義
在
於
理
論
之
先
行
」『
法
学
』
二
〇
〇
五
年
一
一
期
、
四
頁
。 
５４
（
　
） 
他
の
組
織
の
「
廷
務
会
」
に
よ
っ
て
討
論
・
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
一
部
の
法
院
は
事
件
が
重
大
・
複
雑
・
難
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
５５
裁
判
委
員
会
な
い
し
廷
務
会
の
討
論
・
決
定
に
よ
っ
て
い
る
。
（
　
） 
上
級
法
院
に
指
示
を
請
う
制
度
（「
案
件
請
示
制
度
」）
は
、
下
級
法
院
が
事
件
審
理
の
過
程
に
お
い
て
、
事
件
の
実
体
処
理
ま
た
は
手
続
問
題
に
５６
つ
い
て
口
頭
な
い
し
書
面
の
形
式
で
、
上
級
法
院
に
指
示
を
請
い
、
上
級
法
院
が
回
答
を
与
え
る
制
度
を
指
す
。
こ
れ
に
は
清
末
に
ま
で
遡
る
歴
史
的
起
源
と
現
実
的
必
要
性
が
あ
り
、
中
国
の
審
判
実
践
に
お
い
て
重
要
か
つ
独
特
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
が
、
審
判
の
独
立
、
直
接
審
理
な
ど
の
現
代
司
法
の
基
本
理
念
に
違
背
し
、
当
事
者
の
訴
権
を
侵
害
し
、
訴
訟
効
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
し
て
、
将
来
的
に
は
廃
止
の
方
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
あ
る
論
文
は
、
こ
の
制
度
の
形
成
原
因
と
し
て
、
法
律
制
度
体
系
の
不
完
全
性
、「
解
釈
の
共
同
体
」
の
欠
如
、
権
威
型
国
家
管
理
モ
デ
ル
、
法
律
解
釈
権
力
化
の
観
念
を
あ
げ
て
い
る
（
万
毅
「
歴
史
與
現
実
交
困
中
的
案
件
請
示
制
度
」『
法
学
』
二
〇
〇
五
年
二
期
、
九
頁
以
下
）。
な
お
、
上
級
組
織
に
指
示
を
請
う
制
度
と
の
関
係
で
の
現
象
で
あ
る
「
判
決
延
期
」（
裁
判
官
が
事
件
審
理
後
に
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
院
長
、
廷
長
ま
た
は
裁
判
委
員
会
に
指
示
を
請
い
、
そ
の
決
定
後
に
判
決
を
言
い
渡
す
こ
と
）、「
先
定
後
審
」（
先
に
院
長
、
廷
長
ま
た
は
裁
判
委
員
会
の
討
論
・
決
定
を
請
求
し
て
、
そ
の
決
定
が
出
た
後
に
法
廷
で
審
理
す
る
こ
と
）
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
譚
世
貴
・
前
掲
「
論
司
法
独
立
」
三
四
頁
参
照
。
（
　
） 
湯
維
建
「
論
司
法
公
正
的
保
障
機
制
及
其
改
革
」『
河
南
省
政
法
管
理
幹
部
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
年
六
期
、
三
一
頁
。
５７
（
　
） 
裁
判
官
の
学
歴
、
文
化
水
準
、
専
門
化
の
程
度
の
低
さ
の
原
因
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
の
長
期
間
、
裁
判
官
は
他
の
行
政
官
と
本
質
的
な
５８
区
別
は
な
く
、
同
じ
く
国
家
幹
部
に
属
し
、
党
政
の
幹
部
と
同
様
の
方
式
で
管
理
・
選
任
さ
れ
、
採
用
は
学
歴
、
専
門
能
力
、
法
律
活
動
経
験
等
に
よ
る
の
で
な
く
、
ま
た
統
一
的
専
門
試
験
（
中
国
で
国
家
的
統
一
司
法
試
験
制
度
が
確
立
・
実
施
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
で
あ
る
）
に
よ
る
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
（
陳
有
賢
「
基
層
司
法
官
断
档
與
司
法
考
試
制
度
改
革
」『
国
家
検
察
官
学
院
学
報
』
二
〇
〇
六
年
三
期
、
一
五
三
頁
以
下
参
照
）、
根
本
的
に
は
、
建
国
以
後
の
憲
政
主
義
、
法
治
主
義
に
対
す
る
長
年
の
軽
視
な
い
し
無
視
で
あ
る
。
裁
判
官
の
資
質
の
低
さ
は
中
国
で
既
に
共
通
認
識
と
な
っ
て
お
り
、
最
高
人
民
法
院
は
、
最
近
、
裁
判
官
の
司
法
能
力
と
司
法
水
準
の
向
上
等
の
た
め
の
通
知
を
発
し
た
三
一
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
一
）（
土
屋
）
（
最
高
人
民
法
院
通
知
｢関
於
増
強
司
法
能
力
提
高
司
法
水
準
的
若
干
意
見
｣〔
法
発
［
二
〇
〇
五
］〕
四
号
、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
）。
　
　
　
な
お
、
裁
判
官
の
人
数
自
体
は
す
で
に
充
足
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
現
在
、
全
国
で
、
高
級
裁
判
官
は
三
万
人
余
、
裁
判
官
は
一
八
万
人
余
、
総
数
二
一
万
人
余
で
あ
る
（『
人
民
法
院
報
』
二
〇
〇
二
年
三
月
二
二
日
）。
も
っ
と
も
、
研
究
者
の
間
で
は
、
こ
の
人
数
は
、
欧
米
・
日
本
と
比
べ
て
多
す
ぎ
る
と
し
て
、
裁
判
官
の
職
業
化
、
精
鋭
化
を
主
張
す
る
論
も
あ
る
（
章
武
生
「
法
官
職
業
化
、
精
英
化
與
司
法
権
威
」『
政
治
與
法
律
』
二
〇
〇
四
年
五
期
、
四
頁
参
照
）。
（
　
） 
こ
の
改
革
と
の
関
係
で
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
六
日
に
最
高
人
民
法
院
が
発
布
し
た
「
人
民
法
院
第
二
次
五
ヵ
年
改
革
綱
要
（
二
〇
〇
四
～
二
５９
〇
〇
八
）」
は
、
党
の
統
率
的
指
導
と
人
民
代
表
大
会
制
度
の
堅
持
を
改
革
の
基
本
原
則
と
し
て
お
り
、
お
よ
そ
抜
本
的
改
革
と
は
言
え
な
い
が
、
一
定
程
度
注
目
さ
れ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
当
該
綱
要
は
、
①
訴
訟
手
続
制
度
の
改
革
と
改
善
、
②
裁
判
指
導
制
度
と
法
律
統
一
適
用
シ
ス
テ
ム
の
改
革
と
改
善
、
③
執
行
体
制
と
活
動
シ
ス
テ
ム
の
改
革
と
改
善
、
④
裁
判
組
織
と
裁
判
機
構
の
改
革
と
改
善
、
⑤
司
法
裁
判
管
理
と
司
法
政
務
管
理
制
度
の
改
革
と
改
善
、
⑥
司
法
人
事
管
理
制
度
の
改
革
と
改
善
、
⑦
人
民
法
院
の
内
部
監
督
お
よ
び
外
部
監
督
の
制
度
の
改
革
と
改
善
、
⑧
人
民
法
院
体
制
改
革
の
継
続
的
探
求
に
章
立
て
し
た
う
え
で
、
全
部
で
五
〇
項
目
の
改
革
任
務
と
改
革
措
置
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
改
革
が
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
人
民
法
院
の
独
立
性
、
司
法
の
公
正
性
、
司
法
組
織
の
健
全
性
、
司
法
人
事
の
客
観
性
、
死
刑
判
決
手
続
の
慎
重
性
、
判
決
の
執
行
性
等
の
面
で
一
定
の
改
善
が
期
待
さ
れ
得
る
。
ま
た
、
綱
要
の
第
一
三
項
目
で
あ
る
「
案
例
指
導
制
度
の
建
立
と
改
善
」
は
、
中
長
期
的
に
は
、
中
国
で
の
司
法
の
安
定
性
、
司
法
の
効
率
性
、
法
制
の
統
一
性
等
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
帯
び
て
い
る
。
中
国
の
論
に
よ
れ
ば
、
案
例
指
導
制
度
は
、
世
界
の
二
大
法
系
（
大
陸
法
系
と
英
米
法
系
）
の
折
衷
的
な
制
度
選
択
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
案
例
」
指
導
制
度
で
あ
っ
て
、「
判
例
」
指
導
制
度
で
は
な
い
。
同
時
に
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
っ
て
、
案
例
に
単
に
「
参
考
」
の
作
用
を
果
た
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
活
動
を
「
指
導
」
で
き
る
地
位
に
上
昇
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
案
例
指
導
制
度
は
創
新
の
制
度
で
は
あ
る
が
、
新
た
な
「
造
法
」
の
制
度
で
は
な
く
、
そ
れ
は
制
定
法
を
主
と
し
案
例
を
補
と
す
る
制
度
で
あ
る
（
劉
作
翔
、
徐
景
和
「
案
例
指
導
制
度
的
理
論
基
礎
」『
法
学
研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
期
、
一
六
頁
以
下
参
照
）。
こ
の
案
例
指
導
制
度
の
建
立
は
国
家
体
制
の
安
定
性
と
長
期
性
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
制
定
法
主
義
で
も
判
例
法
主
義
で
も
な
い
中
国
的
特
色
を
有
し
た
制
度
の
構
築
に
中
国
が
積
極
的
に
動
き
出
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
）
三
二
筑
波
法
政
第
四
十
二
号
（
二
〇
〇
七
）
